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はじめに
　
一
九
四
五
年
九
月
、
南
朝
鮮
に
上
陸
し
た
米
国
占
領
軍
が
任
務
と
し
て
い
た
の
は
、
日
本
軍
の
武
装
解
除
と
日
本
人
の
引
き
揚
げ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
と
の
緊
張
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
米
軍
は
南
朝
鮮
で
直
接
軍
政
を
行
う
方
向
に
向
か
い
、
米
軍
の
任
務
は
大
幅
に
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
共
産
主
義
の
脅
威
を
排
除
し
、
治
安
を
維
持
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
人
に
よ
る
軍
隊
を
創
設
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
南
朝
鮮
の
治
安
と
関
係
す
る
問
題
の
中
で
、
米
軍
の
頭
を
悩
ま
せ
た
の
が
私
設
軍
事
団
体
で
あ
っ
た
。
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
朝
鮮
で
は
、
独
立
軍
（
光
復
軍
）
を
は
じ
め
、
日
本
、
満
州
、
中
国
な
ど
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
軍
隊
に
所
属
し
て
い
た
人
た
ち
が
帰
国
し
て
、
解
放
さ
れ
た
国
の
た
め
に
建
軍
に
参
加
し
よ
う
と
し
た︵１
︶。
彼
ら
は
軍
事
経
歴
や
地
縁
関
係
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
、
私
設
軍
事
団
体
を
続
々
と
組
織
し
て
行
っ
た
。
彼
ら
が
目
指
し
た
も
の
は
、
解
放
直
後
の
政
治
的
混
乱
と
行
政
の
空
白
を
収
拾
し
、
米
国
占
領
軍
が
進
駐
す
る
ま
で
の
間
日
本
の
統
治
機
能
を
接
収
し
、
社
会
秩
序
と
治
安
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的
に
は
建
国
と
建
軍
の
土
台
を
準
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
一
九
四
五
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
」（
以
下
、
国
軍
準
備
隊
と
称
す
）
は
、
一
九
四
六
年
一
月
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
僅
か
五
ヵ
月
間
に
一
〇
万
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人
と
い
う
隊
員
を
組
織
し
、
軍
事
訓
練
を
実
施
す
る
一
方
、
他
の
軍
事
団
体
と
の
統
一
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
国
軍
準
備
隊
は
軍
事
団
体
の
中
で
も
米
軍
政
の
注
目
を
浴
び
、
そ
の
活
動
の
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
軍
政
の
警
戒
は
高
ま
っ
た
。
や
が
て
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
が
命
ぜ
ら
れ
、
米
軍
政
に
よ
っ
て
朝
鮮
国
防
軍
の
建
設
政
策
が
立
て
ら
れ
る
と
 国
軍
準
備
隊
は
強
制
的
に
解
散
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
　
軍
隊
が
内
外
の
脅
威
か
ら
民
族
と
国
家
主
権
の
利
益
を
擁
護
す
る
物
理
的
な
装
置
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
軍
隊
創
設
問
題
は
植
民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
朝
鮮
民
族
に
と
っ
て
、
新
国
家
建
設
運
動
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
建
軍
運
動
の
代
表
的
な
団
体
で
あ
る
国
軍
準
備
隊
の
性
格
と
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
戦
後
朝
鮮
の
状
況
を
把
握
す
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
国
軍
準
備
隊
の
解
体
」
が
米
軍
政
の
直
接
的
な
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
同
じ
時
期
に
米
軍
政
に
よ
っ
て
「
国
防
警
備
隊
の
創
設
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
国
軍
準
備
隊
の
研
究
は
、
米
軍
政
の
対
朝
政
策
（
対
韓
政
策
）
に
つ
い
て
理
解
す
る
上
で
も
有
益
な
視
座
を
提
供
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
、
本
稿
で
は
第
一
に
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
の
活
動
と
解
体
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
四
五
年
以
後
、
南
朝
鮮
の
状
況
を
把
握
す
る
。
　
国
軍
準
備
隊
の
研
究
は
、
従
来
、
朝
鮮
共
産
党
の
外
廓
軍
事
団
体
や
左
翼
の
武
装
力
、
ま
た
は
青
年
運
動
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た︵２
︶。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
国
軍
準
備
隊
の
政
治
的
な
性
格
に
焦
点
を
合
わ
せ
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
国
軍
準
備
隊
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
建
軍
や
戦
後
米
軍
政
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
朝
鮮
軍
隊
創
設
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
を
「
不
偏
不
党
な
建
軍
運
動
団
体
と
し
て
の
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
」
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
研
究︵３
︶も
あ
る
が
、
こ
れ
も
政
治
的
性
格
に
つ
い
て
の
分
析
に
重
点
が
置
か
れ
、
建
軍
運
動
そ
の
も
の
と
し
て
の
研
究
と
し
て
は
充
分
と
は
い
え
な
い
。
　
ま
た
、
本
稿
で
は
米
軍
政
の
南
朝
鮮
で
の
軍
事
政
策
、
特
に
国
防
計
画
に
注
目
す
る
。
戦
後
米
国
の
軍
事
政
策
を
み
る
と
、
日
本
で
は
民
主
化
、
非
軍
事
化
を
進
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、
同
じ
時
期
に
朝
鮮
で
は
早
く
も
軍
隊
を
創
り
、
軍
事
化
を
推
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
南
朝
鮮
で
は
一
見
逆
の
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
後
に
米
国
の
日
本
に
対
す
る
政
策
も
再
軍
備
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
戦
後
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国
の
軍
事
政
策
を
日
本
の
再
軍
備
と
の
関
連
性
で
探
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
朝
鮮
で
の
軍
事
政
策
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。
　
南
朝
鮮
で
の
占
領
開
始
以
来
、
南
朝
鮮
占
領
軍
司
令
官
で
あ
る
ホ
ッ
ジ
（
John R
. H
odge ）
が
指
揮
す
る
占
領
軍
は
数
多
い
ト
ラ
ブ
ル
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
南
朝
鮮
占
領
軍
は
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
朝
鮮
に
対
す
る
情
報
を
何
も
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
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だ
け
で
な
く
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
総
司
令
官
で
あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
も
殆
ど
指
示
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
南
朝
鮮
占
領
軍
は
占
領
政
策
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
何
よ
り
も
治
安
維
持
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
中
で
も
、
私
設
軍
事
団
体
の
発
生
と
、
軍
事
団
体
の
左
翼
と
の
連
携
は
、
南
朝
鮮
占
領
軍
に
よ
る
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
計
画
を
引
き
出
す
主
な
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
南
朝
鮮
占
領
軍
は
、
警
察
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
南
朝
鮮
の
治
安
維
持
に
あ
ま
り
効
果
的
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
南
朝
鮮
の
民
衆
は
、
植
民
地
時
代
に
日
本
の
高
等
警
察
や
、
そ
の
手
先
に
な
っ
て
い
た
朝
鮮
の
警
察
に
拷
問
な
ど
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
、
解
放
後
、
彼
ら
に
対
す
る
憎
悪
感
は
極
限
に
達
し
て
お
り
、
親
日
派
の
警
察
官
が
解
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
警
察
に
対
す
る
感
情
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
、南
朝
鮮
占
領
軍
は
当
初
か
ら
警
察
の
強
化
よ
り
も
、
軍
隊
の
創
設
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
本
稿
で
は
第
二
に
、
米
軍
政
の
南
朝
鮮
に
対
す
る
国
防
計
画
を
考
察
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
に
上
陸
し
た
占
領
軍
と
日
本
に
あ
る
総
司
令
部
、
ま
た
米
国
本
土
間
の
議
論
中
か
ら
、
そ
の
政
策
が
決
定
さ
れ
る
理
由
や
方
法
を
明
ら
か
に
し
、朝
鮮
軍
隊
創
設
が
持
つ
意
味
を
検
討
す
る
。
米
軍
政
の
南
朝
鮮
に
対
す
る
軍
事
政
策
に
つ
い
て
の
研
究︵４
︶は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
米
国
の
対
韓
政
策
に
関
す
る
研
究
の
中
で
一
つ
の
節
を
借
り
て
書
か
れ
て
い
る
も
の︵５
︶は
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
対
南
朝
鮮
の
軍
事
政
策
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
Lee, Young-W
oo
氏
の
論
文
が
あ
る︵６
︶。
彼
の
研
究
で
は
、
一
九
四
五
～
一
九
五
〇
年
の
米
国
と
朝
鮮
軍
隊
創
設
の
関
係
に
つ
い
て
、
米
国
の
朝
鮮
軍
事
化
政
策
に
は
最
初
か
ら
弱
点
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
時
に
朝
鮮
軍
が
作
ら
れ
、
も
う
手
遅
れ
で
あ
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
、
軍
政
時
代
の
朝
鮮
軍
隊
創
設
当
時
の
名
称
で
あ
る
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
（
C
onstabulary ）
は
、
正
式
な
軍
隊
と
い
う
よ
り
は
警
察
と
占
領
軍
を
手
伝
う
組
織
と
し
て
し
か
評
価
し
て
い
な
い
。
　
ま
た
、
米
国
の
対
韓
政
策
の
中
で
の
研
究
で
、
カ
ミ
ン
グ
ス
氏︵７
︶ 
は
朝
鮮
軍
創
設
の
際
、
軍
政
庁
の
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
創
設
は
少
な
く
と
も
手
続
き
の
上
で
は
命
令
不
服
従
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
行
動
が
こ
れ
ほ
ど
性
急
に
と
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
自
ら
質
問
し
て
い
る
が
、は
っ
き
り
と
し
た
答
え
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
、
米
国
人
は
南
朝
鮮
の
境
界
を
守
る
軍
事
力
を
養
う
の
で
は
な
く
、国
内
の
反
乱
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
技
術
に
重
点
を
置
い
た
の
で
、
国
防
警
備
隊
を
本
質
的
に
警
察
と
見
な
し
て
い
た
点
が
失
敗
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
は
南
朝
鮮
で
国
防
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
組
織
し
た
国
防
警
備
隊
を
警
察
で
も
な
く
、
軍
隊
で
も
な
い
曖
昧
な
存
在
に
維
持
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
警
備
隊
、
ま
た
は
警
察
予
備
隊
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
と
い
う
言
葉
に
含
ま
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れ
て
い
る
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
戦
後
朝
鮮
の
軍
事
的
な
状
況
と
国
防
問
題
を
考
察
し
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
の
意
味
を
追
求
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
以
後
、
戦
後
ア
ジ
ア
で
米
国
の
占
領
を
受
け
る
南
朝
鮮
と
日
本
の
両
国
に
対
す
る
占
領
政
策
を
研
究
す
る
上
で
、
硝
石
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一、朝鮮国軍準備隊の活動と米軍政との衝突（一）朝鮮国軍準備隊の結成と性格
　
一
九
四
五
年
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
朝
鮮
で
は
、
私
設
軍
事
団
体
を
続
々
と
組
織
さ
れ
、
一
一
月
に
軍
政
庁
に
登
録
さ
れ
た
軍
事
団
体
の
数
は
、
お
よ
そ
三
〇
団
体
に
及
ん
で
い
た︵８
︶。
そ
の
主
要
な
軍
事
団
体
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
　
特
に
、
国
軍
準
備
隊
は
軍
事
団
体
の
中
で
も
注
目
を
浴
び
、
そ
の
活
動
の
範
囲
が
拡
大
し
て
行
っ
た
。
国
軍
準
備
隊
は
、
植
民
地
時
代
に
李
赫
基
が
日
本
軍
脱
走
者
や
学
兵︵
９
︶・
徴
兵
拒
否
者
な
ど
で
組
織
し
、
山
中
で
ゲ
リ
ラ
戦
を
準
備
し
て
い
た
民
族
解
放
運
動
組
織
で
あ
る
「
山
岳
隊
」
を
基
に
し
て
組
織
さ
れ
た
︶₁₀
︵
。
戦
後
、
山
岳
隊
の
隊
員
は
日
本
軍
出
身
朝
鮮
人
と
徴
兵
忌
避
者
、
出
獄
者
な
ど
と
結
合
し
、
四
五
年
八
月
一
七
日
に
「
帰
還
将
兵
隊
」
を
組
織
し
た
︶₁₁
︵
。
帰
還
将
兵
隊
は
、
国
防
軍
の
母
体
に
な
る
朝
鮮
軍
を
編
制
す
る
た
め
に
建
国
準
備
委
員
会
の
擁
護
下
で
組
織
さ
れ
、
日
本
軍
の
残
存
勢
力
の
暴
動
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
を
開
始
し
た
︶₁₂
︵
。
八
月
三
〇
日
に
は
、「
日
本
軍
の
各
部
隊
か
ら
除
隊
さ
れ
、
帰
還
し
た
青
壮
年
将
兵
ら
は
、
一
致
団
結
し
て
帰
還
将
兵
隊
の
下
で
、
現
在
は
治
安
維
持
に
力
を
尽
く
す
と
共
に
、
将
来
は
国
軍
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
昼
夜
激
し
く
活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
は
志
を
共
に
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
帰
還
軍
人
同
盟
と
交
流
す
る
︶₁₃
︵
」
と
い
う
発
表
が
行
わ
れ
、
組
織
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
米
軍
の
進
駐
を
目
の
前
に
し
た
九
月
五
日
に
、
「
本
来
の
意
図
を
明
白
に
す
る
た
め
、
名
称
を
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
と
改
称
︶₁₄
︵
」
し
た
。
こ
こ
で
言
う
本
来
の
意
図
と
は
、
当
然
国
防
軍
の
創
設
と
準
備
で
あ
る
。
そ
の
後
、
迅
速
な
組
織
化
を
行
っ
た
国
軍
準
備
隊
は
、
厳
格
な
編
制
を
通
し
て
、
自
ら
の
目
標
と
活
動
方
向
、
組
織
体
系
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
は
国
軍
準
備
隊
の
綱
領
で
あ
る
。
イ
、
現
有
の
軍
事
的
力
量
を
生
か
し
て
、
国
軍
編
成
の
基
礎
を
準
備
す
る
。
ロ
、
軍
団
的
発
展
を
警
戒
す
る
。
ハ
、
新
政
府
の
軍
隊
が
編
成
さ
れ
る
時
に
は
、そ
れ
に
合
流
す
る
。
ニ
、
主
義
主
張
あ
る
い
は
派
閥
間
の
紛
争
を
排
斥
す
る
。
ホ
、
自
衛
と
治
安
維
持
に
努
力
す
る
︶₁₅
︵
。
　
イ
と
ハ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
軍
準
備
隊
は
建
軍
運
動
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
軍
事
団
体
で
あ
り
、
帰
還
将
兵
隊
の
こ
ろ
か
ら
の
活
動
目
標
で
あ
る
「
国
軍
編
制
の
基
礎
準
備
と
治
安
維
持
」
を
基
本
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
ロ
と
ニ
に
お
い
て
、
建
軍
運
動
を
党
派
的
・
理
－  58  －－  59  －
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表
１
）
戦
後
、
南
朝
鮮
の
主
要
な
軍
事
団
体
団
　
体
　
名
体
　
　
表
設
置
日
・
場
所
得
　
意
　
事
　
項
朝
鮮
臨
時
軍
事
委
員
会
（
治
安
隊
総
司
令
部
）
　
　
右
翼
委
員
長
；
李
應
俊
副
委
員
長
；
金
錫
源
1945.8
末
京
畿
女
子
高
・
日
本
陸
軍
出
身
、
親
睦
団
、
鶏
林
会
が
中
心
に
な
り
元
容
徳
な
ど
満
州
軍
出
身
も
参
加
・
国
軍
編
成
を
草
案
し
米
軍
政
庁
に
提
出
す
る
な
ど
韓
国
軍
の
母
体
的
な
存
在
学
兵
同
盟
左
翼
王
益
権
（
士
兵
出
身
）
1945.9.1
鐘
路
韓
青
ビ
ル
・
左
翼
系
列
が
大
部
分
・
1946.1
三
清
洞
反
宅
学
生
連
盟
襲
撃
事
件
を
起
こ
す
学
兵
団
右
翼
総
司
令
；
安
東
濬
（
少
尉
出
身
）
委
員
長
；
金
完
龍
（
少
尉
出
身
）
1945.12.16
明
洞
・
最
初
帰
還
将
兵
隊
で
あ
っ
た
が
、
1945.8.30
帰
還
軍
人
同
盟
に
改
名
し
、
朝
鮮
国
軍
学
校
を
吸
収
し
1945.9.17
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
に
改
名
・
各
道
に
部
隊
を
設
置
し
、
6
万
位
の
隊
員
を
保
持
、
泰
凌
に
訓
練
所
を
お
い
て
1
万
5000
人
に
訓
示
軍
連
を
実
施
・
1945.12.26～
27
に
ソ
ウ
ル
で
全
国
大
会
を
開
催
し
、
名
誉
会
長
に
金
日
成
、
金
元
鳳
、
李
青
天
、
武
亭
（
1945.12.31
光
復
軍
国
内
部
隊
と
結
合
推
進
大
会
開
催
）
・
金
斗
漢
部
隊
と
衝
突
大
韓
国
軍
準
備
委
員
会
右
派
柳
東
悦
（
呉
光
鮮
）
1945.11.1
・
光
復
軍
系
中
心
・
李
承
晩
指
導
下
で
結
成
を
公
言
・
私
設
軍
事
団
体
解
体
令
後
、
光
復
青
年
会
へ
変
身
大
韓
民
国
軍
事
後
援
会
右
派
総
裁
；
曹
成
煥
副
総
裁
；
安
在
鴻
1945.12.9
東
大
門
外
光
復
軍
司
令
部
・
光
復
軍
系
で
あ
る
朝
鮮
軍
事
後
援
会
（
1945.9
結
成
）、
韓
国
光
復
軍
後
援
会
（
1945.11
初
結
成
）、
韓
国
光
復
軍
事
後
（
1945.11.27）
が
統
合
大
韓
武
官
学
校
右
派
金
九
（
金
盛
鎬
）
1945.11
初
昌
信
洞
・
臨
時
政
府
の
右
派
系
学
校
・
大
韓
軍
人
会
（
臨
時
政
府
及
び
旧
韓
末
軍
人
）
主
観
・
1946.1.25
第
1
期
士
官
（
張
庚
石
、
南
鐵
な
ど
）
及
び
下
士
官
334
人
入
校
中
央
陸
軍
士
官
学
校
（
同
育
成
会
）
左
派
金
元
鳳
1946.1.10
廣
州
・
臨
時
政
府
の
左
派
系
が
重
心
に
な
り
1945,8,18
朝
鮮
軍
事
学
校
を
設
立
・
1.000
人
が
訓
練
・
1945.12.9
朝
鮮
国
軍
学
校
育
成
会
結
成
・
1946.1.10
中
央
陸
軍
士
官
学
校
へ
改
名
陸
軍
士
官
予
備
学
校
左
派
呉
正
邦
1946.11.1
唐
仁
里
・
朝
鮮
建
国
青
年
会
会
員
訓
練
目
的
陸
海
空
軍
出
身
同
士
会
右
派
顧
問
；
李
青
天
会
長
；
金
錫
源
訓
練
部
長
；
呉
光
鮮
1947.11
慶
雲
洞
天
道
教
堂
・
1946.1
軍
事
団
体
が
解
散
さ
れ
る
前
に
軍
籍
を
持
っ
て
い
た
将
兵
の
親
睦
団
体
と
し
て
会
員
1500
人
位
で
結
成
・
幹
部
候
補
生
を
養
成
し
、
政
府
樹
立
に
備
え
る
（
参
考
：
国
防
部
戦
史
編
纂
委
員
会
、『
韓
国
戦
争
史
：
建
軍
と
開
放
』
vol.1、
東
亜
出
版
社
、
1967
年
）
－  60  －
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念
的
運
動
と
を
は
っ
き
り
分
離
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
軍
準
備
隊
は
こ
れ
か
ら
樹
立
さ
れ
る
国
家
像
を
提
示
で
き
ず
、
現
実
政
治
と
分
離
し
た
軍
事
団
体
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
す
ぎ
た
た
め
、
後
に
米
軍
政
か
ら
の
解
散
命
令
に
対
し
て
も
政
治
的
な
対
応
が
出
来
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
軍
準
備
隊
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
の
ほ
と
ん
ど
の
私
設
軍
事
団
体
が
持
っ
て
い
た
限
界
で
も
あ
る
。
　
そ
の
後
、
米
軍
が
進
駐
し
、
朝
鮮
人
の
私
設
軍
事
団
体
の
警
察
権
を
剥
奪
し
た
た
め
、
国
軍
準
備
隊
は
治
安
維
持
活
動
よ
り
軍
事
経
歴
者
の
軍
事
訓
練
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
軍
準
備
隊
本
部
は
組
織
を
拡
大
す
る
た
め
、「
一
七
才
以
上
の
青
年
を
対
象
に
、
将
来
国
軍
兵
士
に
な
る
青
年
を
募
集
︶₁₆
︵
」
し
た
が
、
軍
事
的
訓
練
の
経
験
が
あ
る
青
年
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
た
た
め
、
幅
広
い
階
層
か
ら
隊
員
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
志
願
者
は
教
洞
国
民
学
校
に
お
か
れ
た
本
部
に
申
請
書
を
提
出
し
、
入
隊
が
認
め
ら
れ
る
と
国
軍
訓
練
所
で
訓
練
を
受
け
た
。
こ
の
施
設
は
戦
時
中
に
志
願
兵
の
訓
練
所
と
し
て
、
泰
陵
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
部
に
は
憲
軍
部
を
設
置
し
、
隊
員
の
規
律
確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
写
真
報
道
斑
員
も
募
集
し
た
︶₁₇
︵
。
国
軍
準
備
隊
は
、
軍
事
訓
練
に
励
む
一
方
で
、
創
設
初
期
か
ら
全
国
軍
事
団
体
の
組
織
化
に
力
を
注
い
だ
。
そ
し
て
、
九
月
中
旬
に
は
総
本
部
内
に
地
方
部
を
設
置
し
、
地
方
部
か
ら
各
地
に
特
使
を
派
遣
し
て
指
導
活
動
を
行
っ
た
︶₁₈
︵
。
さ
ら
に
一
〇
月
中
旬
に
は
、
南
朝
鮮
の
各
道
に
道
司
令
部
を
組
織
し
、
地
方
軍
事
団
体
を
全
国
的
に
組
織
し
て
い
っ
た
。
　
当
時
、
地
方
で
も
数
多
く
の
軍
事
団
体
が
自
生
的
に
出
現
し
て
い
た
が
、こ
れ
ら
の
団
体
は
中
央
の
軍
事
団
体
と
は
独
立
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
の
軍
事
団
体
は
、
中
央
の
軍
事
団
体
と
同
様
に
軍
事
経
歴
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
目
的
も
治
安
を
維
持
し
、
撤
退
す
る
日
本
軍
の
暴
動
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
軍
準
備
隊
と
目
的
を
同
じ
く
す
る
軍
事
団
体
が
各
地
に
あ
っ
た
た
め
、
軍
事
団
体
の
全
国
的
な
組
織
化
は
よ
り
効
率
的
に
行
わ
れ
、
国
軍
準
備
隊
の
特
使
を
迎
え
入
れ
て
、
国
軍
準
備
隊
の
組
織
下
に
入
っ
て
い
く
地
方
の
軍
事
団
体
が
増
え
て
い
っ
た
︶₁₉
︵
。
こ
う
し
て
国
軍
準
備
隊
に
再
編
制
さ
れ
た
地
方
の
軍
事
団
体
は
、
さ
ら
に
地
域
内
の
軍
事
団
体
を
組
織
し
て
い
っ
た
。
表
２
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
九
月
に
は
表２）地域軍事団体人数
常備軍 予備軍
総 司 令 部 3.000 6,000
京畿司令部 3.000 7,000
忠 北 1,000 4,000
忠 南 1,500 4,000
全 北 2,000 3,000
全 南 2,500 12,000
慶 北 2,000 22,000
慶 南 2,000 12,000
合 計 17,000 70,000
（出典：『資料大韓民国史』１巻、
大韓民国文教部国史編纂委員会、
1968 年、「自由新聞」1945 年 12 月
18 日）。
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一
五
〇
〇
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
隊
員
が
一
二
月
に
な
る
と
八
万
人
に
膨
張
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
に
組
織
さ
れ
た
地
域
軍
事
団
体
は
地
方
政
治
に
も
影
響
を
与
え
る
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
︶₂₀
︵
。
　
国
軍
準
備
隊
の
地
方
組
織
の
活
動
も
初
期
に
は
主
に
治
安
維
持
だ
っ
た
が
、
初
期
の
治
安
維
持
活
動
か
ら
、
米
軍
進
駐
後
に
は
建
軍
の
た
め
の
実
力
養
成
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
道
司
令
部
と
郡
支
部
は
大
会
開
催
を
通
し
て
、
国
軍
準
備
隊
の
宣
伝
活
動
や
軍
事
訓
練
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
米
軍
政
庁
と
協
力
し
、
民
生
面
の
勤
労
奉
仕
的
活
動
も
行
っ
た
︶₂₁
︵
。
こ
れ
は
、
国
軍
準
備
隊
の
道
司
令
部
や
郡
支
部
の
活
動
が
、
初
期
に
は
米
軍
政
庁
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
中
央
で
も
国
軍
準
備
隊
と
米
軍
政
と
の
衝
突
の
形
跡
は
特
に
見
ら
れ
な
い
た
め
、
全
体
と
し
て
米
軍
政
と
の
協
力
が
基
本
的
な
方
針
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
、
政
党
統
一
運
動
の
影
響
を
受
け
、
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
中
で
、
国
軍
準
備
隊
も
こ
の
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
統
一
運
動
は
、
一
〇
月
一
一
日
に
大
韓
軍
準
備
委
員
会
と
大
韓
軍
総
司
令
部
︶₂₂
︵
が
組
織
さ
れ
た
時
か
ら
始
ま
り
、
一
一
月
七
日
に
二
つ
の
組
織
が
統
一
さ
れ
、「
全
国
軍
事
準
備
委
員
会
」
と
し
て
再
組
織
さ
れ
た
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
こ
の
委
員
会
を
組
織
す
る
に
あ
た
っ
て
「
大
韓
」
に
固
執
す
る
勢
力
が
離
脱
し
た
た
め
、
組
織
名
称
の
問
題
は
解
消
さ
れ
、
他
の
私
設
軍
事
団
体
か
ら
学
兵
同
盟
や
国
軍
学
校
な
ど
一
一
個
の
団
体
が
参
加
し
、
統
一
運
動
が
進
ん
だ
。
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
「
全
国
軍
事
準
備
委
員
会
」
と
い
う
名
称
で
し
て
軍
事
統
一
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
公
正
な
立
場
か
ら
国
家
建
設
に
参
加
す
る
と
い
う
軍
本
来
の
使
命
の
達
成
に
努
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︶₂₃
︵
。
こ
の
委
員
会
の
宣
言
で
は
「
軍
は
国
家
の
精
華
で
あ
り
、
中
核
で
あ
り
、
礎
石
で
あ
る
」
と
示
し
、
政
治
と
の
関
係
で
は
「
不
偏
不
党
」
と
「
完
全
中
立
」
を
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
政
党
統
一
運
動
が
完
成
し
て
い
な
い
時
に
、
ど
ち
ら
か
の
一
党
一
派
に
所
属
し
て
対
立
す
る
こ
と
を
防
止
し
、
民
衆
の
世
論
、
三
八
度
線
以
北
を
含
む
全
国
的
な
立
場
、
ま
た
は
海
外
各
系
統
の
武
官
の
円
満
な
完
全
統
合
を
顧
慮
す
る
た
め
︶₂₄
︵
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
性
格
は
全
国
軍
事
準
備
委
員
会
の
委
員
と
顧
問
団
に
も
見
ら
れ
、
特
に
顧
問
団
は
左
右
の
代
表
的
な
政
治
家
と
抗
日
軍
事
経
歴
者
で
構
成
︶₂₅
︵
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
全
国
軍
事
準
備
委
員
会
は
左
右
政
治
勢
力
の
統
一
を
期
待
し
、
そ
の
中
で
軍
隊
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ま
た
、
委
員
は
参
加
軍
事
団
体
の
所
属
員
で
構
成
さ
れ
た
が
、
国
軍
準
備
隊
の
隊
員
が
一
番
多
か
っ
た
︶₂₆
︵
こ
と
は
、
国
軍
準
備
隊
が
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
と
全
国
軍
事
準
備
委
員
会
の
中
心
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
み
る
と
、
国
軍
準
備
隊
が
建
国
準
備
委
員
会
の
支
援
の
下
で
設
立
さ
れ
、
そ
れ
を
背
景
に
組
織
を
拡
大
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
中
央
で
建
国
準
備
委
員
会
と
直
接
的
・
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組
織
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
こ
と
は
建
国
準
備
委
員
会
が
組
織
の
中
で
武
衛
隊
と
い
う
常
備
軍
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︶₂₇
︵
。
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
の
初
期
活
動
の
性
格
を
み
て
も
、
建
国
準
備
委
員
会
及
び
人
民
共
和
国
と
の
組
織
的
な
関
係
は
な
く
、
他
の
政
治
組
織
と
の
関
連
性
も
見
ら
れ
な
い
。
初
期
の
国
軍
準
備
隊
は
一
貫
し
て
建
軍
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
に
主
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
軍
事
訓
練
に
集
中
し
て
い
た
た
め
に
現
実
政
治
か
ら
は
分
離
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
国
軍
準
備
隊
の
性
格
に
は
政
治
性
が
希
薄
だ
っ
た
こ
と
が
、
米
軍
政
庁
と
の
協
力
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
所
以
か
も
し
れ
な
い
。
（二）朝鮮国軍準備隊の変化と軍政庁との衝突　
初
期
に
は
現
実
の
政
治
か
ら
分
離
し
、
軍
事
訓
練
と
組
織
拡
大
に
集
中
し
て
い
た
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
末
か
ら
左
翼
団
体
と
の
連
帯
を
試
み
は
じ
め
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
国
軍
準
備
隊
の
米
軍
政
に
対
す
る
認
識
の
変
化
で
あ
る
。国
軍
準
備
隊
は
、
政
治
の
混
乱
が
続
い
て
い
る
中
で
親
日
派
な
ど
が
私
設
軍
事
団
体
と
連
結
し
て
勢
力
獲
得
を
図
っ
て
い
る
と
認
識
し
、
そ
れ
は
米
軍
政
の
占
領
が
親
日
派
の
勢
力
獲
得
を
容
認
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
　
一
二
月
一
日
、国
軍
準
備
隊
の
李
赫
基
司
令
官
は
談
話
︶₂₈
︵
を
発
表
し
、
「
解
放
以
後
百
日
、
朝
鮮
政
界
は
そ
の
騒
乱
が
い
つ
停
止
さ
れ
る
か
予
測
さ
え
で
き
な
い
現
状
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
国
軍
準
備
隊
が
八
月
二
〇
日
に
発
足
し
て
以
来
、
政
治
に
関
わ
る
問
題
を
一
切
指
導
者
と
政
治
家
に
委
ね
、
軍
事
力
の
養
成
だ
け
に
努
力
し
た
の
は
、
我
ら
に
政
治
理
論
や
愛
国
思
想
が
無
く
実
践
力
も
無
い
か
ら
で
は
な
く
、
彼
ら
を
全
面
的
に
信
頼
し
期
待
し
て
い
た
か
ら
」で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
が
政
治
に
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、「
軍
の
理
想
は
、
朝
鮮
が
自
主
独
立
し
て
国
際
舞
台
に
出
る
時
に
、
周
辺
の
三
国
に
負
け
な
い
国
防
力
を
持
っ
て
、
一
日
で
も
早
く
我
ら
民
族
の
手
で
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
軍
事
団
体
が
政
権
及
び
政
府
に
対
し
て
支
持
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
現
状
に
お
い
て
、「
今
日
、
自
主
独
立
の
達
成
と
政
府
樹
立
に
障
害
の
な
る
も
の
は
寄
生
的
な
政
治
勢
力
及
び
政
治
軍
事
ブ
ロ
ー
カ
で
あ
る
」
と
言
明
し
た
。
さ
ら
に
、「
政
治
的
な
目
的
で
民
心
を
騒
乱
さ
せ
る
者
は
、国
軍
と
し
て
公
正
な
立
場
で
問
責
す
る
」
と
強
く
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
軍
準
備
隊
が
自
ら
国
軍
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、「
不
偏
不
党
」・「
完
全
中
立
」
と
い
う
初
期
の
性
格
か
ら
踏
み
出
し
て
、
政
治
的
な
安
定
の
た
め
に
は
行
動
に
出
る
用
意
が
あ
る
と
宣
言
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
こ
う
し
て
国
軍
準
備
隊
は
政
治
参
加
へ
の
意
志
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
左
翼
と
の
連
帯
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
が
相
互
支
援
活
動
の
面
で
現
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
一
二
月
四
日
に
左
翼
団
体
で
あ
る
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「
反
戦
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
平
和
運
動
擁
護
闘
争
委
員
会
」
に
加
入
し
、
同
委
員
会
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
宣
伝
活
動
に
参
加
し
て
い
る
︶₂₉
︵
。ま
た
、
一
二
月
一
一
日
に
は
国
軍
準
備
隊
と
全
国
国
軍
準
備
委
員
会
が
、
人
民
党
と
共
産
党
な
ど
二
〇
個
団
体
と
共
に
、「
革
命
戦
士
帰
国
歓
迎
準
備
委
員
会
」
に
も
参
加
し
て
い
る
︶₃₀
︵
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
国
軍
準
備
隊
が
左
翼
団
体
と
の
組
織
的
な
統
合
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
左
翼
団
体
と
の
組
織
的
な
統
合
だ
け
で
な
く
、
一
二
月
八
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
開
か
れ
た
全
国
農
民
組
合
總
連
盟
結
成
大
会
︶₃₁
︵
や
全
国
婦
女
總
同
盟
結
成
大
会
な
ど
︶₃₂
︵
に
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
祝
詞
を
述
べ
る
な
ど
左
派
大
衆
団
体
の
活
動
も
支
援
し
た
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
国
軍
準
備
隊
が
一
二
月
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
に
左
翼
と
結
合
し
、
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
国
軍
準
備
隊
が
左
翼
組
織
と
結
合
し
て
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、
左
翼
組
織
の
た
め
に
軍
事
力
を
動
か
し
、
防
御
活
動
を
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
朝
鮮
建
国
青
年
会
の
朝
鮮
人
民
報
襲
撃
事
件
︶₃₃
︵
で
あ
る
。
一
二
月
二
九
日
、
右
翼
青
年
団
体
で
あ
る
朝
鮮
建
国
青
年
会
の
会
員
約
二
〇
名
が
朝
鮮
人
民
報
社
へ
侵
入
し
、
印
刷
工
場
を
破
壊
し
、
社
員
に
暴
力
を
加
え
る
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
時
、
国
軍
準
備
隊
の
隊
員
は
米
軍
憲
兵
よ
り
一
足
早
く
到
着
し
、
米
軍
憲
兵
と
共
に
朝
鮮
建
国
青
年
会
を
鎮
圧
し
た
。
　
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
の
性
格
変
化
は
組
織
拡
大
の
過
程
か
ら
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
国
軍
学
校
と
統
合
し
、「
朝
鮮
国
軍
準
備
委
員
会
」
を
組
織
し
、
満
州
抗
日
軍
出
身
者
を
同
委
員
会
へ
合
流
さ
せ
る
過
程
で
現
れ
る
。
朝
鮮
国
軍
学
校
は
国
軍
建
設
の
た
め
に
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日
に
組
織
さ
れ
、
活
動
し
て
き
た
が
、
一
二
月
一
五
日
に
国
軍
準
備
隊
と
統
合
し
て
「
朝
鮮
国
軍
準
備
委
員
会
」
と
な
っ
た
︶₃₄
︵
。
こ
の
統
合
は
、
国
軍
準
備
隊
の
単
純
な
組
織
の
拡
大
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
朝
鮮
国
軍
学
校
は
植
民
地
下
で
臨
時
政
府
の
左
派
で
あ
っ
た
義
熱
団
や
民
族
革
命
系
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
朝
鮮
国
軍
学
校
と
の
統
合
は
、
左
翼
軍
事
団
体
の
統
一
組
織
結
成
へ
向
け
て
一
歩
前
進
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
統
合
さ
れ
た
朝
鮮
国
軍
準
備
委
員
会
は
満
州
抗
日
軍
出
身
者
を
受
け
入
れ
た
︶₃₅
︵
が
、
こ
れ
は
日
本
軍
出
身
者
を
中
心
と
し
て
い
た
同
委
員
会
が
、
よ
り
包
括
的
に
組
織
を
拡
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
国
準
備
委
員
会
の
人
物
の
加
入
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
国
軍
準
備
隊
と
人
民
党
が
直
接
的
に
関
わ
り
を
持
ち
は
じ
め
た
こ
と
を
も
意
味
︶₃₆
︵
し
て
い
る
。
左
翼
団
体
と
の
連
帯
が
進
ん
だ
結
果
、
国
軍
準
備
隊
は
一
一
月
七
日
に
結
成
さ
れ
た
光
復
軍
国
内
支
隊
と
対
立
す
る
に
至
り
、
以
後
、
軍
事
団
体
の
左
右
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
っ
た
︶₃₇
︵
。
　
こ
う
し
て
国
軍
準
備
隊
は
左
翼
の
軍
事
力
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
右
翼
青
年
団
と
の
衝
突
、
光
復
軍
と
の
衝
突
の
中
で
、
そ
の
性
格
も
変
わ
っ
て
い
き
、
米
軍
政
庁
と
の
衝
突
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
　
こ
う
し
た
変
化
は
、
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
全
国
大
会
の
綱
領
と
宣
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言
で
明
白
に
表
現
さ
れ
て
い
る
︶₃₈
︵
。
こ
の
大
会
は
一
二
月
二
六
日
午
前
一
〇
時
か
ら
中
央
中
学
校
講
堂
で
金
九
主
席
を
は
じ
め
、
金
元
鳳
、
成
周
寔
、
安
在
鴻
、
金
明
時
な
ど
来
賓
多
数
と
数
百
人
の
聴
衆
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
李
赫
基
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
金
九
主
席
が
「
一
日
も
早
く
軍
事
団
体
が
統
一
し
、
強
力
な
軍
隊
に
な
る
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
隊
員
の
中
か
ら
「
我
ら
は
決
し
て
如
何
な
る
勢
力
に
も
導
か
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
樹
立
さ
れ
る
国
家
の
兵
士
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
発
言
が
続
い
た
。
そ
し
て
、
全
国
大
会
の
綱
領
が
次
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
た
。
人
民
武
装
に
よ
る
民
主
的
な
朝
鮮
国
軍
の
建
設
に
努
力
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
軍
閥
的
形
態
の
軍
事
活
動
を
一
切
排
撃
す
る
軍
事
的
訓
練
と
政
治
的
訓
練
の
統
一
に
立
脚
し
た
革
命
軍
人
の
育
成
に
努
力
す
る
︶₃₉
︵
。
　
こ
の
綱
領
で
は
、
九
月
に
出
さ
れ
た
綱
領
と
同
じ
く
、
国
軍
建
設
を
国
軍
準
備
隊
の
活
動
目
的
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
九
月
の
綱
領
の
主
要
な
内
容
で
あ
っ
た
「
国
軍
編
制
の
基
礎
準
備
」、「
治
安
維
持
︶₄₀
︵
」
は
無
く
な
り
、
代
わ
り
に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
軍
閥
」
や
「
軍
事
的
訓
練
と
政
治
的
訓
練
」
や
「
革
命
軍
人
」
な
ど
の
表
現
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、
組
織
を
拡
大
し
て
き
た
国
軍
準
備
隊
が
、
こ
れ
か
ら
は
単
に
治
安
維
持
を
目
的
に
す
る
軍
事
団
体
で
は
な
く
、
建
軍
運
動
を
主
導
す
る
軍
事
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
く
意
思
を
確
か
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
陣
営
と
し
て
積
極
的
に
政
治
的
な
部
分
に
も
関
与
し
て
い
く
意
志
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
宣
言
で
は
「
建
軍
運
動
は
建
国
過
程
の
政
治
的
課
業
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
︶₄₁
︵
」
と
断
言
し
、
政
治
的
な
課
題
と
建
軍
運
動
の
関
係
を
明
白
に
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
の
認
識
が
行
動
で
示
さ
れ
た
の
は
、
一
二
月
に
信
託
問
題
が
提
起
さ
れ
た
時
か
ら
で
あ
る
。
国
軍
準
備
隊
は
信
託
に
反
対
し
、
総
司
令
官
で
あ
る
李
赫
基
は
即
刻
「
臨
時
政
府
と
『
朝
鮮
人
民
共
和
国
』
に
対
し
て
、
率
先
し
て
統
一
を
実
践
す
る
よ
う
勧
告
建
議
文
︶₄₂
︵
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
国
軍
準
備
隊
は
「
託
治
（
信
託
統
治
）
反
対
闘
争
に
お
い
て
民
族
戦
線
の
先
頭
で
決
死
的
な
闘
争
を
誓
い
、 臨
政
と
人
民
共
和
国
に
対
し
、
各
自
解
体
・
率
先
統
一
を
実
践
し
、
至
急
に
民
族
の
総
力
を
集
結
し
よ
う
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
次
は
そ
の
第
一
と
第
二
で
あ
る
。
一
．
今
次
大
戦
に
弱
小
民
族
解
放
に
対
す
る
勇
敢
で
英
雄
的
な
救
援
者
で
あ
る
米
・
ソ
・
中
・
英
四
カ
国
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
会
議
」
で
我
が
民
族
の
完
全
な
自
主
独
立
を
保
障
・
公
約
し
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
す
る
こ
と
は
我
が
民
族
に
対
し
、
完
全
に
欺
瞞
的
で
あ
り
、
公
約
の
破
壊
で
あ
る
た
め
に
、
我
ら
は
死
を
決
し
、
こ
れ
に
対
し
抗
争
す
る
。
一
．
八
・
一
五
以
後
、
国
内
各
政
党
、
各
団
体
が
口
で
は
戦
線
統
一
を
挙
げ
な
が
ら
、
裏
で
は
自
派
の
権
力
掌
握
遂
行
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に
狂
奔
し
、
三
千
万
民
衆
の
要
求
に
反
し
て
派
閥
闘
争
に
走
っ
た
の
は
、
内
で
は
統
一
戦
線
を
再
び
分
裂
さ
せ
、
外
で
は
信
託
統
治
案
の
よ
う
な
亡
国
案
を
招
来
す
る
原
因
で
あ
る
と
思
う
。
我
ら
は
生
死
存
亡
の
危
機
に
お
い
て
各
党
・
各
派
を
即
刻
解
体
し
、
そ
の
派
閥
的
な
指
導
階
級
は
大
衆
と
離
別
さ
せ
、
三
千
万
民
意
を
反
映
で
き
る
国
内
統
一
案
を
結
成
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
︶₄₃
︵
。
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
軍
準
備
隊
は
信
託
統
治
に
す
る
こ
と
は
連
合
国
側
の
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
違
反
で
あ
る
と
非
難
し
、
こ
れ
に
対
し
て
抗
争
す
る
意
志
を
固
め
な
が
ら
、
国
内
の
政
治
的
な
統
一
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
勧
告
文
は
国
軍
準
備
隊
の
全
国
大
会
後
す
ぐ
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
軍
準
備
隊
の
政
治
活
動
へ
の
参
加
と
信
託
統
治
反
対
運
動
に
よ
っ
て
米
軍
政
庁
と
の
衝
突
は
頂
点
に
達
し
、
一
九
四
六
年
一
月
三
日
に
米
軍
政
に
よ
っ
て
国
軍
準
備
隊
解
体
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（三）朝鮮国軍準備隊の解散　
一
九
四
五
年
九
月
八
日
に
進
駐
し
た
米
軍
は
、
次
々
に
法
令
を
発
令
し
て
朝
鮮
人
の
軍
事
活
動
や
治
安
維
持
活
動
を
牽
制
し
て
き
た
。
ま
ず
、
九
月
二
三
日
に
米
軍
法
令
を
発
し
、「
朝
鮮
国
内
の
一
般
人
民
は
そ
の
階
層
に
拘
わ
ら
ず
、
朝
鮮
政
府
及
び
そ
の
委
任
機
関
が
発
し
た
命
令
に
よ
り
、
指
定
場
所
と
日
時
に
各
種
の
刀
剣
を
引
き
渡
す
︶₄₄
︵
」
こ
と
を
命
じ
、
武
装
解
除
を
図
っ
た
。
こ
の
法
令
は
九
月
二
九
日
に
「
火
器
、
弾
薬
又
は
爆
発
物
を
す
べ
て
引
き
渡
す
こ
と
︶₄₅
︵
」
が
追
加
さ
れ
、
私
設
軍
事
団
体
が
所
有
し
て
い
る
銃
器
を
含
め
た
武
装
解
除
を
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
ま
で
は
国
民
全
体
に
対
し
て
法
令
が
出
さ
れ
、
私
設
軍
事
団
体
に
対
す
る
直
接
的
な
措
置
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
私
設
軍
事
団
体
は
益
々
増
加
し
て
い
っ
た
。
　
カ
ミ
ン
グ
ス
は
、
米
軍
政
が
私
設
軍
事
団
体
の
危
険
性
を
認
識
し
た
の
は
一
一
月
一
五
日
に
起
き
た
「
南
原
事
件
」
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︶₄₆
︵
。
南
原
事
件
（
ナ
ン
ウ
ォ
ン
、
全
羅
北
道
）
は
、
日
本
人
残
留
財
産
の
清
算
や
人
民
委
員
会
の
武
器
所
持
が
原
因
で
、
人
民
委
員
会
及
び
国
軍
準
備
隊
と
米
軍
政
庁
が
衝
突
し
た
事
件
で
あ
る
。
一
一
月
一
五
日
人
民
委
員
会
と
国
軍
準
備
隊
は
南
原
郡
庁
や
金
融
機
関
を
襲
撃
し
、
暴
動
を
起
こ
し
た
が
、
南
原
警
察
局
は
対
応
で
き
ず
、
軍
政
庁
警
務
局
長
が
特
別
に
警
察
を
派
遣
し
鎮
圧
し
た
︶₄₇
︵
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
後
も
、
米
軍
は
私
設
軍
事
団
体
に
対
し
て
解
散
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
に
よ
っ
て
職
業
を
失
う
青
年
に
対
す
る
対
策
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
当
時
衝
突
は
あ
り
な
が
ら
も
国
内
治
安
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
私
設
軍
事
団
体
を
解
散
し
た
場
合
、
国
内
治
安
問
題
の
解
決
案
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
に
専
念
し
て
い
た
国
軍
準
備
隊
は
、
こ
の
頃
ま
で
は
左
翼
の
性
格
よ
り
も
「
不
偏
不
党
」
の
原
則
を
維
持
し
、
米
軍
政
と
も
協
力
す
る
姿
勢
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
、
一
二
月
に
入
り
、
国
軍
準
備
隊
が
左
翼
化
す
る
に
つ
れ
て
、
米
軍
政
の
私
設
軍
事
団
体
に
対
す
る
危
機
感
も
強
く
な
り
、
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
を
命
じ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
私
設
軍
事
団
体
の
関
係
者
で
な
く
て
も
国
軍
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
当
時
の
朝
鮮
の
状
況
で
は
、
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
当
時
の
警
務
局
長
で
あ
っ
た
趙
炳
玉
は
、
ホ
ッ
ジ
の
私
設
軍
事
団
体
解
散
命
令
に
対
し
、「
軍
事
団
体
の
発
生
は
民
族
的
な
要
求
で
あ
り
、
自
然
発
生
的
な
現
象
で
あ
る
」
と
主
張
し
、「
朝
鮮
が
自
由
独
立
国
家
に
な
る
こ
と
は
既
定
事
実
で
あ
り
、
独
立
国
家
に
な
る
た
め
に
は
当
然
軍
事
問
題
が
惹
起
さ
れ
る
」
と
述
べ
、「
軍
政
庁
が
朝
鮮
の
独
立
を
準
備
す
る
機
関
で
あ
れ
ば
、軍
政
が
軍
事
問
題
を
解
決
す
る
べ
き
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
趙
は
「
軍
政
が
軍
事
問
題
を
解
決
し
た
ら
、
軍
事
団
体
を
解
散
さ
せ
る
」
と
断
言
し
、
朝
鮮
に
国
防
軍
を
設
置
す
る
こ
と
を
建
議
し
た
︶₄₈
︵
。
こ
れ
を
受
け
て
、
米
軍
政
は
ま
ず
軍
事
団
体
の
把
握
と
統
制
の
た
め
、
一
二
月
一
三
日
に
法
令
第
二
八
号
を
発
し
、
す
べ
て
の
私
設
軍
事
団
体
に
書
面
で
許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
許
可
な
し
に
は
如
何
な
る
団
体
で
あ
れ
、
警
察
、
陸
海
軍
軍
事
活
動
の
召
集
、
訓
練
、
組
織
、
警
務
な
ど
軍
務
局
の
管
轄
を
侵
害
す
る
行
動
を
禁
ず
る
と
定
め
た
︶₄₉
︵
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
を
上
げ
て
国
軍
司
令
部
（
O
ffice of the D
irector of 
N
ational D
efense ）
を
設
置
し
、
国
軍
創
設
へ
の
本
格
的
な
動
き
が
始
ま
っ
た
。
　
朝
鮮
の
最
終
的
な
独
立
を
準
備
す
る
た
め
、
世
界
に
対
し
、
朝
鮮
の
独
立
と
主
権
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
兵
力
を
速
や
か
に
準
備
し
、
国
民
の
治
安
維
持
と
民
間
の
秩
序
を
保
ち
、
民
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
一
般
警
察
機
関
の
補
助
及
び
宗
教
・
言
論
の
自
由
、
財
産
権
の
保
護
の
た
め
、
必
要
な
陸
海
軍
の
召
集
、
組
織
、
訓
練
準
備
に
着
手
し
て
、
国
民
の
政
治
革
新
を
保
護
す
る
た
め
に
、
朝
鮮
軍
政
庁
に
国
防
司
令
部
を
設
置
す
る
︶₅₀
︵
。
　
こ
の
法
令
は
、
米
軍
政
が
軍
隊
創
設
へ
向
け
て
動
き
な
が
ら
、
私
設
軍
事
団
体
の
形
成
や
発
展
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
六
年
に
入
り
、
軍
政
庁
は
突
然
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
を
実
行
し
、
そ
の
一
番
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
が
国
軍
準
備
隊
で
あ
る
。
そ
れ
は
建
国
青
年
会
が
朝
鮮
人
民
報
を
襲
撃
し
た
事
件
後
の
一
九
四
六
年
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。
米
軍
は
五
日
間
に
渡
っ
て
軍
事
力
を
動
員
し
て
国
軍
準
備
隊
を
攻
撃
し
、
李
赫
基
な
ど
重
要
幹
部
を
逮
捕
し
、
訓
練
所
の
装
備
を
没
収
し
た
︶₅₁
︵
。
そ
し
て
、
八
日
に
な
っ
て
国
軍
準
備
隊
に
対
す
る
攻
撃
に
つ
い
て
「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
と
し
て
組
織
さ
れ
た
私
設
団
体
は
、
そ
の
存
在
を
認
定
で
き
な
い
た
め
、
即
刻
解
散
を
決
定
し
た
」、「
こ
う
し
た
団
体
は
不
法
な
行
動
を
行
い
、
平
和
と
秩
序
維
持
の
妨
害
に
な
り
、
軍
政
庁
法
令
第
28号
の
違
反
に
な
る
の
で
解
体
を
決
定
す
る
︶₅₂
︵
」
と
発
表
し
た
。
米
軍
は
、
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
を
攻
撃
し
た
理
由
と
し
て
「
同
準
備
隊
は
正
式
許
可
を
受
け
な
い
で
組
織
さ
れ
、
治
安
を
妨
害
し
た
」
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
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に
対
し
、
国
軍
準
備
隊
が
他
の
私
設
軍
事
団
体
は
正
式
許
可
を
取
っ
て
い
る
か
と
質
問
す
る
と
、「
一
つ
も
な
い
。
し
か
し
不
正
行
為
が
な
い
限
り
解
散
命
令
を
下
す
つ
も
り
は
な
い
︶₅₃
︵
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
は
名
目
で
あ
り
、
目
的
は
国
軍
準
備
隊
を
解
散
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
光
復
軍
の
容
認
に
つ
い
て
も
、「
光
復
軍
は
国
内
で
設
立
さ
れ
た
軍
団
で
は
な
く
、
過
去
二
十
八
年
前
に
臨
時
政
府
直
系
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
、現
在
国
内
に
入
っ
て
い
る
の
は
一
部
の
将
兵
で
、
大
部
分
は
ま
だ
重
慶
を
は
じ
め
中
国
各
地
に
い
る
。
今
回
、
私
設
軍
事
団
体
を
解
散
す
る
こ
と
は
国
軍
準
備
隊
に
限
る
こ
と
で
、
光
復
軍
と
は
関
係
が
な
い
︶₅₄
︵
」
と
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
米
軍
政
の
解
散
攻
撃
に
対
し
、
国
軍
準
備
隊
は
的
確
な
対
応
が
で
き
ず
、「
我
ら
は
軍
政
庁
に
対
し
誤
解
を
招
い
た
す
べ
て
の
陰
謀
と
姦
策
を
粉
砕
す
る
こ
と
を
誓
い
、
軍
政
庁
に
協
力
す
る
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
解
散
命
令
に
は
抗
議
す
る
︶₅₅
︵
」
と
い
う
声
明
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
は
米
軍
政
に
軍
事
団
体
認
定
の
申
し
込
み
を
提
出
す
る
な
ど
消
極
的
な
対
応
を
し
た
が
、
米
軍
に
対
す
る
甘
い
考
え
方
と
組
織
内
で
の
混
乱
、
ま
た
引
続
き
米
軍
政
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
た
結
果
、一
月
下
旬
に「
解
散
報
告
︶₅₆
︵
」
を
し
、
そ
の
活
動
を
終
わ
ら
せ
た
。
　
国
軍
準
備
隊
の
解
散
は
、
解
放
後
建
国
運
動
と
共
に
展
開
さ
れ
た
建
軍
運
動
の
挫
折
で
あ
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
一
一
月
末
か
ら
展
開
さ
れ
た
建
軍
運
動
者
の
政
治
活
動
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
軍
事
団
体
を
統
一
し
、
全
国
的
に
組
織
す
る
た
め
に
努
力
し
て
き
た
国
軍
準
備
隊
の
解
散
に
よ
っ
て
、
南
朝
鮮
の
自
主
的
な
軍
隊
創
設
の
希
望
は
断
た
れ
た
。
そ
し
て
、
軍
事
的
な
力
を
失
っ
た
こ
と
は
、
信
託
統
治
問
題
な
ど
の
政
治
問
題
に
は
朝
鮮
人
全
体
の
政
治
活
動
の
弱
化
を
も
た
ら
し
た
。
国
軍
準
備
隊
の
解
散
後
と
、
米
軍
政
は
米
国
側
の
軍
事
力
に
な
る
朝
鮮
警
備
隊
の
創
設
に
尽
力
す
る
よ
う
に
な
る
。
二、南朝鮮に対する
 米国の国防計画
（一）シーク（
Law
rence E
. Schick ）の朝鮮国防計画書
　
南
朝
鮮
に
占
領
軍
司
令
官
と
し
て
進
駐
し
た
ホ
ッ
ジ
（
John R
. 
H
odge ）
は
南
朝
鮮
の
治
安
維
持
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
そ
の
状
況
を
み
る
た
め
に
、 九
月
一
五
日
に
在
朝
鮮
政
治
顧
問
で
あ
る
ベ
ニ
ン
ホ
フ
が
国
務
長
官
に
送
っ
た
朝
鮮
の
情
勢
分
析
︶₅₇
︵
を
み
る
と
、
南
朝
鮮
占
領
軍
司
令
部
の
業
務
遂
行
上
、
直
面
し
て
い
る
問
題
と
し
て
、
第
一
に
、「
同
司
令
部
は
朝
鮮
の
将
来
に
関
す
る
米
国
及
び
連
合
国
の
政
策
に
関
す
る
情
報
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
民
族
に
将
来
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
完
全
に
二
つ
の
国
に
分
断
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
に
対
し
、
そ
の
解
決
策
は
何
な
の
か
、
直
面
し
て
い
る
軍
事
的
な
必
要
性
を
超
え
た
我
ら
の
一
般
政
策
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
全
く
知
識
が
な
い
」
こ
と
と
挙
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げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
に
、「
米
軍
当
局
が
小
さ
な
権
限
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
有
能
な
軍
政
要
員
及
び
将
校
の
数
が
少
な
い
た
め
、
全
体
的
な
効
果
が
殆
ど
な
く
、
限
定
し
た
地
域
内
で
業
務
を
遂
行
す
る
し
か
な
い
」
点
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
統
制
可
能
な
地
域
の
拡
大
と
治
安
維
持
に
必
要
な
人
数
の
補
充
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、「
朝
鮮
の
将
来
に
関
す
る
明
白
な
政
策
を
指
示
し
て
く
れ
る
か
、
朝
鮮
の
将
来
に
関
し
て
発
言
す
る
権
限
を
持
つ
人
物
を
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
本
官
の
参
謀
と
し
て
補
強
す
る
べ
し
」
と
建
議
し
て
い
る
。
　
こ
の
時
か
ら
、
南
朝
鮮
占
領
軍
は
、
警
察
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
南
朝
鮮
の
治
安
維
持
に
あ
ま
り
効
果
的
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
同
じ
文
書
で
ベ
ニ
ン
ホ
フ
は
、「
日
本
人
の
庇
護
下
で
高
位
の
職
へ
起
用
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
親
日
派
と
し
て
み
な
さ
れ
、
殆
ど
日
本
人
以
上
に
憎
悪
の
対
象
」
に
な
っ
て
お
り
、「
警
務
局
内
及
び
一
般
警
察
の
中
で
の
状
況
も
非
常
に
よ
く
な
い
︶₅₈
︵
」こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
総
督
と
警
務
局
長
と
ソ
ウ
ル
地
域
の
全
警
察
官
を
解
任
及
び
交
替
さ
せ
る
こ
と
は
、
政
府
自
体
の
強
化
に
は
な
ら
な
く
て
も
激
怒
し
て
い
る
朝
鮮
人
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
は
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
南
朝
鮮
の
民
衆
は
、
植
民
地
時
代
に
日
本
の
高
等
警
察
や
、
そ
の
手
先
に
な
っ
て
い
た
朝
鮮
の
警
察
に
拷
問
な
ど
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
、
解
放
後
、
彼
ら
に
対
す
る
憎
悪
感
は
極
限
に
達
し
て
お
り
、
親
日
派
の
警
察
官
が
解
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
警
察
に
対
す
る
感
情
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
、
南
朝
鮮
占
領
軍
は
当
初
か
ら
警
察
の
強
化
よ
り
も
、軍
隊
の
創
設
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
三
一
日
、
こ
う
し
た
状
況
を
一
番
近
く
で
感
じ
て
い
た
治
安
総
責
任
者
で
あ
る
シ
ー
ク（
Law
rence E
. Schick ）は
、
米
軍
政
長
官
で
あ
る
ア
ー
ノ
ル
ド
（
A
rchibald V. A
rnold ）
に
、「
国
防
の
た
め
の
準
備
作
業
は
政
府
が
遂
行
す
べ
き
一
番
優
先
的
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る
︶₅₉
︵
」
と
報
告
し
た
。
そ
の
報
告
に
同
感
し
た
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
第
二
四
軍
総
司
令
官
ホ
ッ
ジ
（
John R
. H
odge ）
に
そ
の
ま
ま
建
議
し
た
。
ホ
ッ
ジ
は
、「
自
分
は
占
領
が
は
じ
ま
っ
て
以
来
、
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。そ
れ
は
、
米
軍
を
朝
鮮
の
治
安
維
持
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
︶₆₀
︵
」
と
返
事
と
し
、
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
に
対
す
る
積
極
的
な
意
志
を
示
し
た
。
　
一
一
月
に
入
る
と
、
米
軍
政
の
私
設
軍
事
団
体
に
対
す
る
危
機
感
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
私
設
軍
事
団
体
に
つ
い
て
の
詳
細
な
把
握
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
と
、
現
実
的
な
治
安
維
持
手
段
の
不
備
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の
朝
鮮
の
状
況
で
は
実
行
は
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
米
軍
が
進
駐
し
、
軍
政
を
は
じ
め
た
頃
、
軍
政
庁
に
は
警
察
局
な
ど
朝
鮮
の
治
安
を
維
持
す
る
手
段
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
日
本
が
統
治
し
て
い
た
時
に
は
、
警
察
シ
ス
テ
ム
は
中
央
集
権
化
さ
れ
、
ソ
ウ
ル
に
－  68  －－  69  －
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警
務
局
が
設
置
さ
れ
、
一
三
ヵ
道
に
副
局
が
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
時
中
に
は
警
察
と
軍
の
区
別
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
法
を
犯
す
者
や
命
令
に
逆
ら
う
者
、
そ
し
て
抗
日
独
立
運
動
に
参
加
す
る
者
を
探
し
出
し
、
取
り
締
ま
る
仕
事
の
面
で
も
両
者
は
重
な
っ
て
い
た
。
そ
の
警
察
の
権
威
は
、
朝
鮮
人
の
す
べ
て
の
生
活
に
及
び
︶₆₁
︵
、
警
察
は
恐
怖
と
憎
悪
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
戦
前
か
ら
戦
時
中
に
か
け
て
固
ま
っ
た
朝
鮮
警
察
に
対
す
る
こ
う
し
た
認
識
を
改
め
る
た
め
、
米
軍
政
は
す
ぐ
に
警
察
シ
ス
テ
ム
の
再
編
制
に
着
手
す
る
が
、
そ
の
最
先
端
に
い
た
人
物
が
シ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ
ル
（
John. T. M
arshall ）
で
あ
っ
た
︶₆₂
︵
。
　
そ
の
後
、
シ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
ア
ー
ゴ
（
R
eam
er W
. 
A
rgo ）
や
エ
イ
リ
（
Louis B
. E
ly ）
と
共
に
、
ホ
ッ
ジ
の
命
令
に
よ
り
朝
鮮
の
国
防
計
画
を
立
て
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
︶₆₃
︵
。
ま
た
、
シ
ー
ク
は
一
一
月
一
三
日
に
設
置
さ
れ
た
国
防
司
令
部
の
司
令
官
に
な
り
︶₆₄
︵
、
朝
鮮
国
防
計
画
を
指
揮
す
る
立
場
に
な
っ
た
。
　
朝
鮮
の
国
防
計
画
樹
立
委
員
会
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
三
日
一
六
時
、
一
一
月
一
五
日
一
九
時
三
〇
分
、
一
一
月
一
六
日
一
六
時
に
朝
鮮
、
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
︶₆₅
︵
。
そ
し
て
、
一
一
月
一
八
日
に
シ
ー
ク
と
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
、そ
の
委
員
会
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
二
〇
日
に
ホ
ッ
ジ
に
報
告
さ
れ
た
。
報
告
書
で
は
委
員
会
の
目
的
を
「
朝
鮮
の
北
緯
38度
線
以
南
に
国
防
軍
（
N
ational D
efense ）
を
設
置
す
る
た
め
の
徹
底
的
な
研
究
を
行
い
、国
防
軍
計
画
書
を
草
案
し
、
駐
朝
米
軍
総
司
令
官
に
提
案
す
る
こ
と
︶₆₆
︵
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
会
は
朝
鮮
の
国
内
外
の
脅
威
に
対
す
る
自
己
防
衛
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
共
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
軍
事
的
・
政
治
的
な
状
況
を
分
析
・
把
握
す
る
た
め
に
議
論
を
重
ね
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
軍
隊
の
創
設
と
政
治
的
な
状
況
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
添
付
し
て
い
る
︶₆₇
︵
。
　
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
南
朝
鮮
の
周
辺
に
は
北
朝
鮮
、
中
国
共
産
党
、
中
国
国
民
党
、
ソ
連
、
日
本
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
な
い
し
勢
力
は
南
朝
鮮
の
内
部
的
・
外
部
的
な
安
全
に
と
っ
て
潜
在
的
な
敵
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
国
民
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
平
和
的
で
穏
や
か
で
あ
る
と
判
断
し
な
が
ら
、
朝
鮮
の
状
況
に
つ
い
て
は
小
さ
な
政
治
的
な
問
題
で
も
反
乱
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
う
し
た
反
乱
は
迅
速
な
軍
隊
の
派
遣
に
よ
っ
て
の
み
適
切
に
鎮
圧
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
朝
鮮
で
起
こ
る
反
乱
は
、
警
察
力
で
は
鎮
圧
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
い
え
る
。
　
ま
た
、
南
朝
鮮
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
軍
事
力
に
よ
る
侵
略
は
、
ソ
連
や
中
国
共
産
党
か
ら
起
こ
る
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
認
識
し
、
将
来
に
お
け
る
朝
鮮
へ
の
干
渉
は
中
国
共
産
党
、
北
朝
鮮
、
ま
た
は
日
本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
を
警
戒
し
て
い
る
理
由
は
、
日
本
が
米
軍
に
占
領
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
将
来
ど
の
よ
う
な
国
に
な
る
か
は
不
明
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
報
告
書
で
は
こ
う
し
た
国
内
外
の
状
況
に
鑑
－  70  －
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み
、
米
軍
が
撤
退
す
る
前
に
、
南
朝
鮮
占
領
軍
に
代
っ
て
地
域
防
衛
の
責
任
を
担
う
軍
隊
を
南
朝
鮮
に
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
︶₆₈
︵
。
そ
し
て
、
朝
鮮
が
一
つ
の
政
府
に
統
合
す
る
時
、
中
国
共
産
党
や
ソ
連
か
ら
支
援
さ
れ
る
軍
隊
を
も
っ
て
朝
鮮
全
体
の
征
服
を
図
る
三
八
度
線
以
北
の
共
産
党
を
阻
止
し
、
逆
に
北
朝
鮮
を
征
服
す
る
に
は
、
最
小
限
よ
く
訓
練
さ
れ
た
二
個
軍
団
が
必
要
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
す
で
に
北
朝
鮮
を
非
常
に
警
戒
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
の
分
断
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
長
期
的
に
な
る
と
は
見
て
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。
　
最
後
に
、
南
朝
鮮
が
経
済
構
造
と
軍
隊
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
る
と
、
衰
退
す
る
中
国
と
非
武
装
化
さ
れ
て
い
る
日
本
に
比
べ
、
相
対
的
に
強
く
な
り
、
南
朝
鮮
の
周
辺
国
家
の
力
関
係
も
変
動
す
る
と
判
断
し
た
上
で
、
そ
れ
に
適
用
す
る
軍
隊
を
創
設
す
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
民
衆
か
ら
の
信
頼
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
国
民
党
の
よ
う
な
他
の
権
力
に
屈
し
な
い
軍
隊
指
導
者
を
選
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
材
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
帰
還
す
る
将
校
の
中
で
も
、
中
国
国
民
政
府
下
で
服
務
し
た
人
よ
り
は
、
質
の
良
い
組
織
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
日
本
軍
や
満
州
軍
で
服
務
し
た
人
の
方
が
有
用
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
将
校
や
軍
人
が
、
数
十
年
の
抗
日
闘
争
後
中
国
か
ら
帰
国
し
軍
隊
の
創
設
を
望
ん
で
い
る
こ
と
と
、
そ
の
人
数
は
す
で
に
六
万
か
ら
七
万
人
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
私
設
軍
事
団
体
を
組
織
し
て
い
る
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
す
ぐ
に
で
も
朝
鮮
軍
隊
を
組
織
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
︶₆₉
︵
。
　
他
に
議
論
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
具
体
的
な
人
員
や
装
備
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
、
南
朝
鮮
で
米
国
占
領
軍
を
含
め
、
米
軍
の
影
響
下
に
あ
る
軍
事
力
は
、
警
察
力
、
海
軍
力
、
私
設
軍
事
団
体
で
あ
り
、
人
員
は
中
国
軍
ま
た
は
日
本
軍
で
服
務
を
し
、
帰
還
し
て
か
ら
は
私
設
軍
人
団
体
を
組
織
し
た
将
校
や
軍
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
帰
還
将
校
や
軍
人
を
警
戒
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
軍
隊
の
人
材
と
し
て
認
識
し
、
吸
収
・
編
制
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
思
想
が
ど
う
で
あ
れ
、
南
朝
鮮
の
状
況
と
し
て
、
帰
還
将
校
や
軍
人
を
除
い
て
は
人
員
を
満
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
物
資
又
は
装
備
の
資
源
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
イ
、
基
本
的
な
物
資
を
製
造
す
る
た
め
の
天
然
資
源
が
不
足
し
て
い
る
ロ
、
捕
獲
し
た
日
本
軍
の
武
器
と
装
備
で
は
不
十
分
で
あ
る
ハ
、
余
っ
て
い
る
米
軍
武
器
と
装
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
ニ
、
長
期
的
な
計
画
に
よ
り
地
域
的
な
こ
と
に
製
造
力
を
増
進
す
る
︶₇₀
︵
。
　
こ
こ
で
は
、
創
設
さ
れ
る
南
朝
鮮
の
軍
隊
は
、
米
国
の
経
済
的
な
援
助
、
特
に
武
器
や
装
備
を
米
軍
の
剰
余
物
か
ら
提
供
さ
れ
、
組
織
の
形
態
や
編
制
も
基
本
的
に
米
軍
の
も
の
を
使
用
し
、
南
朝
鮮
の
状
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況
に
合
わ
せ
て
修
正
可
能
な
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
朝
鮮
の
軍
隊
は
、
そ
の
計
画
段
階
か
ら
米
国
に
頼
る
軍
隊
と
し
て
構
想
さ
れ
、
米
軍
の
補
助
機
関
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
　
軍
隊
に
入
隊
す
る
方
法
と
し
て
は
、
徴
兵
、
志
願
、
部
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
私
設
軍
事
団
体
へ
の
入
隊
、
光
復
軍
の
使
用
な
ど
が
上
げ
ら
れ
、
明
ら
か
に
私
設
軍
事
団
体
の
入
隊
を
認
め
て
い
る
。
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
と
同
じ
時
期
に
こ
の
計
画
委
員
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
軍
と
し
て
は
現
段
階
で
は
私
設
軍
事
団
体
を
排
除
す
る
よ
り
も
、
う
ま
く
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
南
朝
鮮
の
軍
事
力
の
構
成
を
、
警
察
力
、
陸
軍
と
空
軍
力
、
海
岸
警
備
隊
（
海
軍
）
に
分
け
、
こ
れ
か
ら
創
設
さ
れ
る
軍
隊
は
警
察
組
織
か
ら
の
編
成
で
は
な
く
、
警
察
と
は
明
白
に
区
分
し
た
陸
海
空
軍
を
揃
え
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
結
果
的
に
国
防
軍
の
人
員
は
次
の
通
り
七
万
五
〇
〇
〇
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
イ
、
警
察
―
二
五
〇
〇
〇
（
警
察
力
は
一
九
四
五
年
一
月
一
日
の
兵
力
）
ロ
、
陸
軍
と
空
軍
―
四
五
〇
〇
〇
（
三
個
軍
団
を
二
個
の
戦
闘
グ
ル
ー
プ
、
一
個
の
輸
送
飛
行
隊
）
ハ
、
海
軍
と
海
岸
警
備
隊
―
五
〇
〇
〇
︶₇₁
︵
　
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
人
数
ま
で
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
人
数
は
、
前
述
し
た
「
軍
隊
の
創
設
と
政
治
的
な
状
況
」
で
、
北
朝
鮮
の
共
産
党
を
征
服
す
る
た
め
に
必
要
と
推
定
さ
れ
た
人
数
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
計
画
に
は
軍
事
的
教
育
計
画
も
含
ま
れ
て
お
り
、
朝
鮮
軍
事
学
校
、
飛
行
学
校
、
海
岸
警
備
隊
学
校
、
警
察
学
校
の
設
置
を
呼
び
か
け
、
特
に
飛
行
学
校
や
海
岸
警
備
隊
学
校
で
は
商
業
的
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
船
員
を
軍
事
訓
練
に
回
す
計
画
ま
で
立
て
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
組
織
さ
れ
る
朝
鮮
軍
司
令
ス
タ
ッ
フ
は
第
二
四
軍
団
の
命
令
に
従
い
、
全
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
育
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
任
務
は
軍
政
の
援
助
と
共
に
第
二
四
軍
団
の
指
揮
下
で
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
軍
政
と
南
朝
鮮
国
防
計
画
に
つ
い
て
米
軍
内
に
お
い
て
の
重
複
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（二）ＵＳＡＦＩＫの朝鮮国防計画
書
）（（
（
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
シ
ー
ク
を
中
心
に
し
た
朝
鮮
国
防
委
員
会
は
、
軍
隊
創
設
を
必
要
と
す
る
状
況
、
周
辺
の
事
情
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
軍
隊
を
創
設
す
る
た
め
の
論
理
的
な
根
拠
を
整
え
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
三
日
に
軍
隊
創
設
の
た
め
の
会
議
を
開
き
、
朝
鮮
国
防
計
画
を
立
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
成
さ
れ
た
計
画
書
に
は
、
国
防
軍
（
T
he N
ational 
D
efense Forces ）
を
創
設
す
る
に
当
た
っ
て
直
接
に
関
わ
っ
て
く
る
経
済
問
題
や
国
防
軍
の
性
格
に
つ
い
て
、
非
常
に
具
体
的
・
実
質
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に
、
国
防
軍
の
性
格
に
つ
い
て
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る
警
察
と
の
関
係
を
中
心
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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朝
鮮
国
防
局
は
政
府
の
局
（
B
ureau ）
と
し
て
創
設
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
防
局
の
中
に
は
陸
軍
部
（
D
epartm
ent ）
と
海
軍
部
を
設
置
す
る
。
す
で
に
存
在
し
て
い
る
警
察
局
は
警
察
部
と
し
て
再
編
制
さ
れ
、
国
防
局
の
下
に
お
く
。
警
察
は
、
任
務
、
責
任
、
方
法
、
職
員
ま
た
は
組
織
は
既
存
の
も
の
と
変
わ
り
は
な
く
、
法
律
を
守
る
手
段
と
し
て
、
政
府
の
部
と
し
て
活
動
す
る
。
警
察
は
国
防
軍
の
全
体
計
画
の
中
で
、
そ
の
機
能
を
も
っ
と
も
効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
に
、
最
低
限
の
行
政
的
・
法
律
的
な
変
化
を
通
し
て
局
の
監
督
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
︶₇₃
︵
。
　
こ
の
内
容
の
根
拠
は
、法
令
第
二
八
号
第
二
条
で
定
め
ら
れ
た
「
朝
鮮
軍
政
に
軍
務
局
を
政
府
の
局
と
し
て
創
設
す
る
。
軍
務
局
内
に
陸
海
軍
部
を
設
置
す
る
。
現
存
の
警
務
局
、
軍
務
局
は
国
防
軍
司
令
部
の
監
督
指
揮
下
に
お
く
︶₇₄
︵
」
と
い
う
内
容
か
ら
く
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
言
う
軍
隊
は
警
察
と
は
別
項
の
組
織
と
し
て
作
ら
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
任
務
や
責
任
に
つ
い
て
は
明
確
な
区
分
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
法
律
を
守
る
手
段
で
あ
る
」
と
い
う
曖
昧
な
定
義
が
両
者
に
共
通
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
政
は
こ
の
時
点
で
、
は
じ
め
て
米
軍
は
国
防
軍
（
T
he N
ational D
efense Force ）
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
軍
隊
創
設
の
意
志
を
固
め
て
い
る
が
、
国
防
軍
の
役
割
に
つ
い
て
は
、「
国
内
で
活
動
し
、
防
御
活
動
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
大
災
害
の
時
に
効
率
的
に
機
能
す
る
︶₇₅
︵
」
と
説
明
す
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
警
察
と
の
間
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
国
防
軍
の
も
う
一
つ
の
役
割
と
し
て
、
国
防
軍
が
発
展
す
れ
ば
連
合
国
と
の
協
力
や
統
合
が
容
易
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
米
軍
政
は
当
時
の
国
際
情
勢
を
考
慮
に
入
れ
、
国
防
軍
は
国
を
守
る
た
め
の
軍
隊
と
し
て
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
経
済
問
題
に
つ
い
て
は
、朝
鮮
の
現
在
の
国
庫
が
非
常
に
乏
し
く
、
軍
隊
創
設
に
要
す
る
費
用
に
余
裕
が
な
い
状
況
こ
そ
が
、
朝
鮮
軍
隊
創
設
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
解
決
案
と
し
て
、
朝
鮮
国
防
委
員
会
が
す
で
に
提
案
し
て
い
る
よ
う
に
、
米
軍
の
倉
庫
に
あ
る
武
器
や
装
備
を
使
用
す
る
と
述
べ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
少
し
で
も
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
運
送
局
や
情
報
局
を
最
大
限
利
用
し
、
国
防
軍
に
要
求
さ
れ
る
物
資
を
よ
り
効
率
的
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
市
民
組
織
や
代
理
業
者
（
agency ）
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
経
費
を
安
く
す
る
と
と
も
に
、
特
別
な
技
術
が
な
い
人
を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
長
期
的
な
視
野
も
持
っ
て
い
た
。
　
こ
う
し
た
議
論
を
基
本
に
し
て
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｋ
の
計
画
の
特
徴
と
も
言
え
る
具
体
的
な
国
防
軍
設
置
の
た
め
の
計
画
が
立
て
ら
れ
、
国
防
軍
の
設
置
段
階
と
組
織
図
も
構
想
さ
れ
た
。
国
防
軍
の
設
置
段
階
は
四
段
階
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
第
一
段
階
は
、
現
在
の
計
画
書
が
書
か
れ
た
段
階
で
作
成
さ
れ
る
計
画
に
沿
っ
て
、
で
き
る
限
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史苑（第七一巻第一号）
り
早
く
実
現
可
能
な
状
況
を
つ
く
る
期
間
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
二
段
階
は
履
行
段
階
で
あ
り
、
国
防
軍
の
創
設
許
可
が
下
っ
て
か
ら
最
大
六
〇
日
ま
で
で
、
主
に
米
国
編
制
表
や
訓
練
書
の
翻
訳
、事
務
室
や
家
具
確
保
、
装
備
、
訓
練
場
所
・
形
式
、
朝
鮮
に
適
用
す
る
軍
法
の
出
版
、
朝
鮮
人
志
願
者
に
対
す
る
選
別
な
ど
を
行
う
期
間
で
あ
る
。
第
三
段
階
は
前
期
訓
練
段
階
で
、
履
行
時
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
最
大
九
〇
日
の
間
で
、
朝
鮮
軍
事
学
校
の
開
校
、
訓
練
を
遂
行
す
る
た
め
の
中
核
グ
ル
ー
プ
を
選
任
す
る
な
ど
訓
練
に
入
る
前
の
準
備
を
行
う
期
間
で
あ
る
。
最
後
に
第
四
段
階
は
、
訓
練
期
間
で
国
防
軍
組
織
を
進
め
る
許
可
が
出
て
か
ら
最
大
一
五
〇
日
後
に
は
訓
練
を
始
め
る
べ
き
で
あ
る
と
決
め
、
こ
の
段
階
は
一
般
的
な
訓
練
が
遂
行
す
る
期
間
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
図
１
の
国
防
部
計
画
の
組
織
図
の
よ
う
に
、
朝
鮮
国
防
局
に
は
、
法
に
規
定
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
市
民
出
身
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
国
防
司
令
官
が
お
り
、
国
防
軍
の
よ
り
よ
い
機
能
の
た
め
に
、
政
府
の
行
政
に
参
加
す
る
責
任
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
仕
事
は
、
政
策
立
案
者
と
国
防
軍
の
間
で
市
民
代
表
と
し
て
働
き
、
軍
隊
と
市
民
官
僚
の
間
の
連
合
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
????
Chief of Staff 
?????
Director ? of 
National Defense 
???????
Deputy Chief of 
Staff
??
Secretary   
to the General staff 
?????
The War Plan Division 
???
The Inspector General 
???
The Control Office 
???
The
Personnel 
Division
????
The
Military
Intelligence
Division
???
The
Logistics 
Division
???
The
Training 
Division
???
The
Planning 
Division
???
The
Communi
cations 
Division
図１）国防司令部計画の組織
（出典：The Bureau of National Defense Office of the Military Governor., 
"Proposed Plan For Organizing the National Defense Forces of Korea", 
HQ USAFIK, 1 December, 1945, RG 554, Entry A1-1378, Box 5, NARS.）
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で
あ
る
。
国
防
司
令
官
の
下
に
は
国
防
司
令
官
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
軍
人
の
参
謀
長
官
が
お
り
、
そ
の
参
謀
長
官
は
国
防
軍
の
司
令
官
と
し
て
、
国
防
軍
の
準
備
段
階
や
実
行
の
段
階
に
お
い
て
組
織
、
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
司
令
・
決
定
す
る
仕
事
を
行
う
。
ま
た
、
参
謀
長
官
は
国
防
司
令
官
を
通
し
て
、
政
府
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
参
謀
長
官
の
実
行
委
員
で
あ
る
参
謀
長
官
補
佐
官
が
お
り
、
参
謀
長
官
が
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の
判
断
に
必
要
な
情
報
な
ど
を
提
供
し
、
決
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
い
つ
で
も
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
彼
は
緊
急
事
態
に
参
謀
長
官
が
不
在
の
場
合
、
代
理
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
ま
た
、参
謀
長
官
直
轄
の
機
関
と
し
て
は
、統
制
室
、戦
争
計
画
局
、
秘
書
、
調
査
官
が
あ
り
、
参
謀
長
官
を
補
佐
し
て
い
る
。
統
制
室
は
問
題
、
政
策
、
計
画
を
司
令
官
ま
た
は
高
位
官
僚
が
実
行
す
る
時
に
、
よ
り
能
率
的
・
効
果
的
に
結
論
が
出
せ
る
よ
う
に
参
謀
長
官
と
の
仲
介
役
を
務
め
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
機
関
は
国
防
司
令
官
の
司
令
に
よ
る
軍
隊
創
設
に
当
た
っ
て
、
効
率
的
に
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
翻
訳
す
る
な
ど
、
事
前
研
究
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
戦
争
計
画
局
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
計
画
局
と
し
て
、
将
来
に
対
す
る
計
画
を
準
備
し
、
参
謀
長
官
に
直
接
報
告
を
行
い
、
戦
争
勃
発
の
緊
急
事
態
に
素
早
く
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
戦
争
に
関
す
る
国
際
法
を
研
究
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
必
要
な
宣
言
を
発
す
る
任
務
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
局
は
、
少
人
数
の
訓
練
さ
れ
た
有
能
な
朝
鮮
政
府
の
法
律
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
秘
書
は
国
防
司
令
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
仕
事
は
国
防
司
令
官
の
行
政
的
な
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
、
一
般
ス
タ
ッ
フ
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
調
査
、
記
録
、
分
類
す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
防
部
が
創
設
さ
れ
る
初
期
に
任
命
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
調
査
官
は
参
謀
長
官
に
よ
っ
て
四
年
ご
と
に
任
命
さ
れ
、
効
果
的
で
統
合
的
な
国
防
軍
を
維
持
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
行
政
的
な
調
査
を
行
い
、
参
謀
長
官
に
報
告
す
る
任
務
を
負
っ
て
い
る
。
　
他
に
、
部
局
は
人
事
局
、
軍
情
報
局
、
兵
站
局
、
訓
練
局
、
作
戦
局
、
通
信
局
を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
国
防
部
が
円
滑
に
維
持
で
き
る
よ
う
に
運
営
す
る
と
し
て
い
る
。例
え
ば
、兵
站
局
に
つ
い
て
は
、「
戦
時
に
は
、
野
戦
部
隊
の
支
援
に
必
要
な
装
置
を
臨
機
応
変
に
と
れ
る
組
織
を
作
り
、
平
時
に
は
、
軍
隊
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
装
置
と
し
て
、
国
内
地
域
を
組
織
化
し
て
い
く
と
い
う
論
理
に
基
づ
い
て
い
る
︶₇₆
︵
」
と
し
て
、
各
局
の
仕
事
や
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
理
的
な
根
拠
ま
で
述
べ
て
い
る
。
　
こ
う
し
て
、
一
九
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
に
は
、
国
防
軍
と
い
う
具
体
的
な
軍
隊
を
創
設
す
る
計
画
を
、
理
論
だ
け
で
な
く
、
組
織
図
に
い
た
る
ま
で
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
書
を
見
る
限
り
、
米
軍
に
と
っ
て
朝
鮮
国
防
軍
を
創
設
す
る
こ
と
に
何
の
疑
問
も
持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
次
に
述
べ
る
米
国
本
土
と
の
議
論
の
中
で
、
ま
っ
た
く
異
な
る
組
織
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
次
節
で
は
、
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史苑（第七一巻第一号）
そ
の
過
程
を
朝
鮮
軍
政
と
米
国
本
土
と
の
や
り
取
り
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
（三）朝鮮国防軍の提案及び協議　
前
節
ま
で
朝
鮮
国
防
軍
に
対
す
る
計
画
書
を
み
て
き
た
が
、
そ
の
計
画
の
作
成
が
南
朝
鮮
米
軍
政
の
単
独
の
判
断
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
日
ま
で
の
議
論
で
は
、
南
朝
鮮
米
軍
政
は
朝
鮮
に
お
い
て
、
命
令
な
し
に
軍
隊
創
設
に
着
手
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
米
軍
の
占
領
地
に
対
す
る
政
策
で
は
軍
隊
を
創
設
す
る
可
能
性
が
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︶₇₇
︵
。
し
か
し
、
南
朝
鮮
国
内
の
治
安
維
持
能
力
は
米
軍
の
負
担
や
早
期
撤
退
と
関
わ
る
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。次
の
電
報
は
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。
　
朝
鮮
に
関
し
て
、
適
切
な
警
察
タ
イ
プ
の
組
織
に
現
地
人
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
国
内
治
安
を
維
持
で
き
る
主
権
国
家
へ
の
発
展
と
い
う
米
国
の
政
策
を
も
っ
と
も
前
進
さ
せ
、
同
時
に
米
国
占
領
軍
の
削
減
に
役
立
つ
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
軍
と
の
関
係
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
承
知
し
て
い
る
・
・
・
貴
下
は
近
い
内
に
、
琉
球
と
朝
鮮
に
お
け
る
現
地
人
を
最
大
限
に
採
用
し
た
警
察
タ
イ
プ
の
武
力
（
予
備
軍
：
reserve of 
m
obile com
bat units ）
の
設
置
に
対
す
る
詳
細
な
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
︶₇₈
︵
。
　
ま
た
、
こ
の
電
報
で
は
規
模
、
組
織
、
階
級
及
び
等
級
、
給
与
及
び
施
設
に
関
し
て
、
で
き
る
限
り
詳
細
な
内
容
が
計
画
の
中
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
米
国
の
軍
人
と
経
費
の
削
減
に
よ
っ
て
公
共
利
益
へ
の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
も
実
行
す
べ
き
で
あ
る
と
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
軍
省
が
、
連
合
国
の
監
督
や
支
配
を
通
し
て
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
調
査
を
行
う
と
意
志
を
表
示
し
た
こ
と
か
ら
、
占
領
に
か
か
る
米
国
の
経
済
的
負
担
が
非
常
に
大
き
く
、
米
国
は
こ
の
時
点
で
既
に
そ
の
解
決
策
を
模
索
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
　
そ
の
後
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
か
ら
、
朝
鮮
と
琉
球
に
お
け
る
米
国
軍
の
責
任
削
減
の
た
め
、
外
国
警
備
隊
及
び
軍
隊
を
個
人
或
は
団
体
で
米
国
の
占
領
軍
に
代
替
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
た
︶₇₉
︵
。
そ
の
前
例
と
し
て
、
米
軍
内
に
は
す
で
に
国
会
で
許
可
さ
れ
て
い
た
五
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍
人
が
お
り
、
同
様
の
形
で
朝
鮮
人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
な
ど
を
使
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
は
、
こ
の
時
期
に
米
国
占
領
軍
の
代
り
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
い
た
他
の
外
国
軍
を
代
用
す
る
こ
と
は
、
占
領
地
の
状
況
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
次
の
条
件
に
沿
っ
て
米
国
の
負
担
を
削
減
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
　
琉
球
で
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
米
国
占
領
軍
が
、
朝
鮮
の
た
め
に
陸
軍
省
に
提
出
さ
れ
た
警
備
隊
形
態
の
軍
隊
創
設
（
Police type 
forces ）
計
画
が
、
い
つ
か
ら
実
行
さ
れ
、
い
つ
完
了
で
き
る
か
を
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明
ら
か
に
す
る
。
朝
鮮
の
た
め
の
警
備
隊
形
態
の
軍
隊
は
、
米
国
の
監
督
下
で
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
米
国
実
戦
部
隊
は
朝
鮮
の
国
内
治
安
の
た
め
に
任
務
を
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
現
在
は
朝
鮮
国
内
の
治
安
維
持
に
も
っ
と
も
重
い
負
担
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
は
ソ
連
と
の
政
治
的
な
関
係
に
影
響
さ
れ
る
︶₈₀
︵
。
　
こ
こ
ま
で
の
議
論
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
南
朝
鮮
に
軍
隊
を
創
設
す
る
計
画
は
、
陸
軍
省
側
が
主
導
し
、
南
朝
鮮
米
軍
政
が
計
画
を
立
て
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
そ
の
計
画
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
隊
創
設
の
必
要
性
は
主
に
米
軍
の
負
担
を
削
減
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
態
に
つ
い
て
も
警
察
タ
イ
プ
の
武
力
や
警
備
隊
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
格
的
な
軍
隊
と
い
う
よ
り
は
従
来
米
軍
に
担
わ
れ
て
い
た
国
内
の
治
安
維
持
を
代
替
す
る
程
度
の
兵
力
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
後
に
南
朝
鮮
米
軍
政
が
、
ロ
シ
ア
と
の
政
治
的
な
関
係
か
ら
現
在
の
南
朝
鮮
に
軍
隊
を
創
設
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
し
た
時
、
軍
隊
の
代
わ
り
に
国
防
警
備
隊
（
C
onstabulary ）
を
創
設
す
る
と
い
う
結
論
を
出
す
背
景
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
ホ
ッ
ジ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
、
一
九
四
五
年
一
一
月
三
日
の
電
文
︶₈₁
︵
 
に
基
づ
い
て
、
軍
政
内
部
に
軽
武
装
し
た
朝
鮮
民
間
の
国
防
警
察
隊
（（
Lightly A
rm
ed K
orean N
ational C
ivil Police Force ）
を
創
設
す
る
作
業
が
米
軍
の
監
視
下
で
進
ん
で
い
る
と
報
告
し
た
︶₈₂
︵
。
そ
の
報
告
は
一
部
と
二
部
か
ら
な
り
、
第
一
部
で
は
国
防
警
察
隊
に
つ
い
て
「
兵
力
は
朝
鮮
人
で
構
成
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
ま
で
に
は
計
画
さ
れ
た
二
五
、〇
〇
〇
人
に
達
す
る
」
と
し
、「
さ
ら
に
兵
力
を
増
強
さ
せ
、
米
国
製
武
器
で
装
備
を
整
え
る
と
、
朝
鮮
で
の
警
察
機
能
は
米
軍
が
管
理
す
る
必
要
が
な
く
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ソ
連
と
の
対
峙
状
況
を
考
慮
し
、「
米
国
の
最
終
的
な
対
朝
鮮
政
策
が
決
定
さ
れ
る
前
に
は
、
最
小
限
米
軍
二
個
師
団
と
二
個
飛
行
師
団
及
び
支
援
部
隊
程
度
は
維
持
す
べ
き
」
で
あ
る
と
述
べ
、
米
軍
の
即
時
撤
退
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二
部
で
は
正
式
な
南
朝
鮮
軍
隊
（
K
orean M
ilitary Force ）
の
創
設
を
次
の
よ
う
に
要
請
し
て
い
る
。
　
国
防
警
察
隊
と
の
関
連
で
必
然
的
に
朝
鮮
軍
創
設
に
関
す
る
長
期
的
な
政
策
問
題
を
顧
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
愛
国
心
に
燃
え
る
非
武
装
の
職
業
的
な
私
設
軍
事
団
体
が
朝
鮮
に
現
れ
始
め
、
彼
等
は
内
密
に
あ
る
い
は
他
の
手
段
で
間
違
い
な
く
武
装
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
米
軍
が
撤
退
し
た
後
、
こ
う
し
た
兵
力
は
朝
鮮
の
統
合
に
と
っ
て
危
険
に
な
る
。
こ
れ
を
統
制
す
る
最
善
の
方
策
は
私
設
軍
事
団
体
の
指
導
力
を
奪
い
、
そ
の
力
量
を
米
軍
統
制
下
の
国
家
組
織
に
組
み
入
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
警
察
隊
形
態
の
軍
隊
は
、
そ
の
一
時
的
な
使
命
が
法
律
の
守
護
で
あ
る
と
い
う
内
部
的
な
性
格
の
た
め
、
こ
の
問
題
－  76  －－  77  －
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す
る
充
分
な
解
決
策
に
な
ら
な
い
。
よ
り
包
括
的
か
つ
現
実
的
な
政
策
は
、
完
璧
な
朝
鮮
国
防
軍
（
陸
・
海
・
空
軍
及
び
海
岸
警
備
隊
）
の
創
設
で
あ
る
︶₈₃
︵
。
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ホ
ッ
ジ
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
り
、そ
れ
か
ら
南
朝
鮮
軍
隊
の
創
設
に
つ
い
て
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
一
二
月
三
日
に
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
、
上
の
第
一
部
に
関
す
る
問
題
の
詳
し
い
説
明
を
要
請
し
、
陸
軍
省
は
第
二
部
に
関
し
て
、
そ
の
計
画
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
要
請
し
た
︶₈₄
︵
。
そ
の
結
果
、
一
二
月
四
日
に
陸
軍
省
は
、
報
告
の
第
一
部
を
優
先
問
題
と
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
会
議
に
か
け
、
第
二
部
に
つ
い
て
は
詳
細
な
情
報
を
要
求
す
る
と
い
う
仮
決
定
を
下
し
た
︶₈₅
︵
。
　ＳＷＮＣＣ
は
極
東
小
委
員
会
（
Ｓ
Ｆ
Ｅ
：
Subcom
m
ittee on 
the Far E
ast ）
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
調
査
や
議
論
を
委
任
し
た
。
一
二
月
一
八
日
Ｓ
Ｆ
Ｅ
は
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
に
報
告
書
を
提
出
し
た
︶₈₆
︵
。
報
告
書
は
、
ま
ず
朝
鮮
人
で
構
成
さ
れ
る
朝
鮮
警
察
隊
を
米
国
の
監
督
下
で
創
設
す
る
計
画
を
陸
軍
省
が
指
示
し
た
事
実
︶₈₇
︵
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
組
織
さ
れ
る
朝
鮮
警
察
隊
や
朝
鮮
国
防
軍
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
に
信
託
統
治
が
実
施
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
完
全
な
独
立
を
達
成
し
た
場
合
、
こ
の
装
備
は
も
と
に
戻
す
か
、
朝
鮮
政
府
へ
引
き
渡
す
た
め
に
必
要
な
財
政
的
な
協
議
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
ま
た
、完
全
な
朝
鮮
国
防
軍
の
設
置
が
得
策
で
あ
る
と
判
断
し
な
が
ら
、
朝
鮮
の
国
防
軍
を
設
置
す
る
時
に
、「
米
国
は
独
断
で
決
め
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
米
軍
は
朝
鮮
の
半
分
だ
け
を
占
領
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
際
的
な
協
議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
最
終
的
に
は
朝
鮮
全
体
の
信
頼
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
結
論
と
し
て
、
ＳＦＥ
は
米
国
の
武
器
で
朝
鮮
警
察
隊
を
武
装
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
す
る
が
、
朝
鮮
国
防
軍
の
創
設
問
題
に
つ
い
て
は
朝
鮮
の
独
立
と
関
わ
っ
て
お
り
、
国
際
委
員
会
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
現
在
は
全
体
的
に
問
題
を
配
慮
し
て
決
定
を
保
留
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
先
に
伝
達
さ
れ
る
︶₈₈
︵
よ
う
に
な
る
が
、
正
式
に
は
一
二
月
一
九
日
に
ＳＷＮＣＣ
 
232/1
と
し
て
作
成
︶₈₉
︵
さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
月
七
日
に
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
月
一
一
日
に
陸
軍
省
か
ら
東
京
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
正
式
な
結
果
報
告
の
電
報
︶₉₀
︵
が
送
ら
れ
る
。
そ
の
電
報
に
は
、
SFE
159/1
の
結
果
と
共
に
次
の
よ
う
な
将
来
の
問
題
ま
で
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
貴
官
が
要
請
し
た
通
り
に
米
国
製
武
器
で
朝
鮮
国
防
警
官
隊
を
武
装
さ
せ
る
権
限
を
付
与
す
る
・
・
・
ま
た
装
備
は
（
１
）
警
察
隊
の
使
命
が
完
了
す
る
か
、
ま
た
は
米
軍
が
朝
鮮
を
離
れ
る
時
に
は
、
ど
ち
ら
が
先
に
な
っ
て
も
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
（
２
）
国
際
的
信
託
統
治
の
決
定
ま
た
は
朝
鮮
の
完
全
独
立
が
達
成
さ
れ
た
時
に
、
朝
鮮
行
政
部
に
適
切
な
移
管
方
法
で
引
き
渡
す
こ
と
︶₉₁
︵
。
　
こ
こ
で
の
朝
鮮
国
防
警
官
隊
は
、
軍
隊
と
は
言
え
な
い
組
織
で
あ
－  78  －
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り
、
そ
の
正
体
が
曖
昧
で
あ
る
。
朝
鮮
国
防
警
官
隊
が
後
に
創
設
さ
れ
る
国
防
警
備
隊
（
C
onstabulary ）
と
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
か
は
次
の
節
で
み
て
い
く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
、
南
朝
鮮
に
お
け
る
軍
隊
創
設
に
つ
い
て
は
、
米
軍
政
が
独
断
で
行
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
南
朝
鮮
の
軍
隊
は
米
軍
政
の
独
断
で
は
な
く
、
米
国
本
土
に
お
い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
南
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三、韓国国防警備隊
 （
C
onstab
ulary ）創設
　
こ
う
し
た
朝
鮮
に
創
設
さ
れ
た
の
が
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
で
あ
る
。
　
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
（
C
onstabulary ）
は
、
警
官
隊
、
警
察
予
備
隊
、
警
察
警
備
隊
な
ど
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
言
葉
と
し
て
、
三
浦
陽
一
氏
は「
ほ
ぼ
同
時
期
に
米
軍
占
領
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
お
よ
び
南
朝
鮮
、
日
本
に
実
例
が
み
ら
れ
る
も
の
で
、
米
軍
の
ア
ジ
ア
占
領
統
治
に
独
特
の
用
語
で
あ
り
、
準
軍
事
組
織
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
。
三
浦
氏
は
そ
の
共
通
点
と
し
て
、「
米
軍
が
現
地
人
を
徴
用
し
、
ラ
イ
フ
ル
・
カ
ー
ビ
ン
銃
な
ど
軽
火
器
で
武
装
・
訓
練
し
て
占
領
治
安
維
持
力
を
補
完
す
る
と
同
時
に
、
戦
時
に
は
兵
站
、
基
地
警
護
な
ど
に
も
動
員
さ
れ
る
一
種
の
歩
兵
部
隊
、
つ
ま
り
簡
単
に
い
え
ば
現
代
の
土
民
軍
 。
し
か
も
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
、
以
上
に
あ
げ
た
実
例
で
は
、
日
本
の
警
察
予
備
隊
も
含
め
て
、
い
ず
れ
も
後
に
建
軍
創
設
の
際
、
そ
の
中
に
中
心
人
員
と
し
て
編
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
︶₉₂
︵
」
こ
と
を
挙
げ
た
。
　
日
本
の
場
合
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
第
八
軍
が
朝
鮮
に
移
動
し
た
た
め
、
日
本
の
国
内
治
安
維
持
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
朝
鮮
で
は
私
設
軍
事
団
体
を
解
散
し
、
各
地
の
民
衆
騒
動
を
鎮
圧
す
る
目
的
の
た
め
に
す
で
に
創
設
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
、
両
国
で
は
左
翼
に
対
す
る
対
策
が
治
安
維
持
の
中
心
問
題
で
あ
り
、
冷
戦
と
い
う
国
際
状
況
か
ら
し
て
も
、
軽
武
装
し
た
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
は
国
内
の
治
安
維
持
を
目
的
と
す
る
よ
り
も
共
産
主
義
に
対
す
る
防
止
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
後
に
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
が
日
本
で
は
自
衛
隊
、
南
朝
鮮
で
は
国
防
軍
の
前
身
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
創
設
は
米
国
の
占
領
期
軍
事
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
節
で
は
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
が
創
設
さ
れ
る
経
緯
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
や
後
の
軍
隊
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
（一）米軍政の国防警備隊創設構想　
朝
鮮
の
軍
政
庁
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
国
防
軍
創
設
の
準
備
や
計
画
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
二
月
四
日
に
ホ
ッ
ジ
が
送
付
し
た
提
案
に
対
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
結
論
が
遅
れ
た
た
め
、
朝
鮮
の
軍
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政
庁
は
す
べ
て
の
計
画
が
承
認
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
二
月
に
は
米
国
、
英
国
、
ソ
連
の
外
交
官
が
モ
ス
ク
ワ
で
三
相
会
談
を
開
き
、
朝
鮮
の
暫
定
的
な
政
府
樹
立
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
ま
た
、
そ
の
詳
細
な
調
整
の
た
め
に
、
朝
鮮
で
米
ソ
共
同
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
策
立
案
者
た
ち
は
、
ソ
連
の
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
朝
鮮
国
防
軍
の
創
設
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
は
軽
武
装
の
朝
鮮
警
察
隊
に
は
同
意
し
た
も
の
の
、
軍
隊
創
設
に
つ
い
て
は
米
ソ
共
同
委
員
会
が
終
わ
る
ま
で
判
断
を
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
︶₉₃
︵
。
　
一
九
四
五
年
一
二
月
に
入
っ
て
も
、
米
国
か
ら
は
朝
鮮
の
軍
隊
創
設
に
つ
い
て
結
論
を
下
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
朝
鮮
軍
政
は
本
来
の
朝
鮮
軍
隊
創
設
計
画
の
実
現
に
ほ
と
ん
ど
期
待
を
し
な
く
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
計
画
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
二
二
日
、
ホ
ッ
ジ
は
シ
ー
ク
に
継
い
で
国
防
司
令
官
に
な
っ
た
チ
ェ
ン
ペ
ニ
ー
（
A
rthur S. C
ham
peny ）
に
「
朝
鮮
軍
隊
創
設
に
対
す
る
シ
ー
ク
の
計
画
は
あ
ま
り
に
も
前
進
的
で
、
実
際
に
実
現
し
難
い
」
と
述
べ
、
そ
の
代
り
に
よ
り
実
現
可
能
で
、
小
規
模
の
も
の
を
要
求
し
た
︶₉₄
︵
。
こ
れ
を
受
け
て
、
チ
ェ
ン
ペ
ニ
ー
は
「
ベ
ン
ブ
ー
（
竹
、B
am
boo ）
計
画
」
を
︶₉₅
︵
提
案
し
た
。
こ
の
計
画
は
ホ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
直
ち
に
着
手
さ
れ
る
。
　
ベ
ン
ブ
ー
計
画
は
、「
警
察
を
支
援
す
る
と
と
も
に
非
常
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
警
察
予
備
隊
（
Police R
eserve ）
を
創
設
す
る
。
そ
の
た
め
、
南
朝
鮮
八
個
道
に
米
軍
将
校
を
長
と
す
る
一
個
中
隊
づ
つ
を
配
置
し
、
人
員
が
整
う
と
と
も
に
大
隊
へ
、
さ
ら
に
連
隊
へ
と
拡
充
し
て
、
計
八
個
連
隊
を
編
制
す
る
。
総
隊
員
は
二
万
五
千
人
と
す
る
︶₉₆
︵
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
の
一
個
中
隊
は
、
兵
士
二
二
五
人
、
将
校
六
人
で
構
成
さ
れ
、
米
軍
式
の
歩
兵
部
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
、
当
分
は
旧
日
本
軍
の
軽
火
器
で
装
備
す
る
も
の
と
し
、
重
火
器
を
欠
い
た
歩
兵
連
隊
の
創
設
を
目
標
と
し
た
。
そ
し
て
、
兵
力
を
構
成
す
る
人
員
は
各
道
単
位
で
責
任
を
も
っ
て
募
兵
し
、
食
糧
及
び
装
備
は
中
央
か
ら
調
達
す
る
こ
と
と
し
た
。
創
設
要
領
は
各
道
に
一
個
中
隊
を
設
置
し
、
人
員
が
二
〇
％
を
超
え
る
と
、
別
の
中
隊
を
新
設
し
、
そ
れ
が
三
個
中
隊
に
な
る
と
本
部
中
隊
に
大
隊
本
部
を
お
い
て
、
一
個
大
隊
を
構
成
す
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
う
し
て
各
道
に
一
個
連
隊
規
模
に
な
る
ま
で
増
設
し
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
た
。
創
設
要
員
は
朝
鮮
人
創
設
要
員
以
外
に
、
創
設
活
動
を
監
督
し
、
支
援
す
る
要
員
と
し
て
米
軍
将
校
二
人
と
兵
士
四
人
を
各
道
に
配
置
し
、
部
隊
位
置
選
定
、
訓
練
場
所
選
定
、
兵
士
の
募
集
及
び
組
織
に
関
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
し
た
。
朝
鮮
人
創
設
要
員
は
、
中
央
で
統
制
し
、
養
成
・
送
出
す
る
と
さ
れ
た
︶₉₇
︵
。
　
こ
の
計
画
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
と
は
言
え
、
部
隊
編
成
は
中
隊
、
大
隊
、
連
隊
と
い
っ
た
軍
隊
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
を
－  80  －
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あ
く
ま
で
も
警
察
の
予
備
隊
と
と
ら
え
、
訓
練
も
米
国
式
の
暴
動
鎮
圧
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
建
軍
の
母
体
と
し
て
認
め
な
い
意
見
が
主
流
で
あ
る
︶₉₈
︵
。
即
ち
、
こ
う
し
た
議
論
で
は
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
の
実
態
は
警
察
で
あ
る
が
、
名
前
だ
け
を
国
防
警
備
隊
と
変
え
る
こ
と
で
、
日
本
の
植
民
地
下
の
経
験
に
よ
っ
て
朝
鮮
民
衆
の
心
に
染
み
着
い
て
い
る
警
察
に
対
す
る
恐
怖
や
憎
悪
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
設
軍
事
団
体
の
拡
大
と
左
翼
と
の
連
携
、
そ
し
て
民
衆
の
左
翼
と
右
翼
の
紛
争
な
ど
で
い
つ
大
騒
動
が
起
こ
る
か
も
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
南
朝
鮮
で
は
、
警
察
の
力
だ
け
で
は
治
安
維
持
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
軍
隊
に
準
ず
る
部
隊
だ
け
が
大
騒
動
を
防
げ
る
と
考
え
て
い
た
朝
鮮
軍
政
は
、
す
で
に
許
可
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
国
防
警
備
隊
と
国
防
軍
を
複
合
し
た
形
の
軍
隊
を
つ
く
る
計
画
に
切
り
替
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ベ
ン
ブ
ー
計
画
に
お
け
る
こ
う
し
た
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
の
曖
昧
な
位
置
づ
け
は
、
米
国
と
朝
鮮
に
お
い
て
国
防
警
備
隊
に
対
す
る
理
解
の
差
を
生
じ
さ
せ
、
国
防
警
備
隊
を
め
ぐ
っ
て
衝
突
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
朝
鮮
米
軍
政
は
、
警
察
の
支
援
部
隊
と
し
て
「
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
」
す
な
わ
ち
国
防
警
備
隊
の
設
置
を
決
定
し
、
警
察
官
で
は
手
に
負
え
な
い
規
模
の
暴
動
・
騒
乱
を
鎮
圧
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
方
針
が
決
定
さ
れ
る
と
、
国
防
司
令
部
司
令
官
で
あ
る
チ
ェ
ン
ペ
ニ
ー
は
全
羅
北
道
警
察
庁
長
で
あ
る
金
應
祚
を
召
致
し
、
国
防
警
備
隊
の
計
画
を
示
し
て
そ
の
創
設
に
関
し
て
諮
問
を
行
っ
た
︶₉₉
︵
。
国
防
司
令
官
と
し
て
は
、
朝
鮮
に
武
装
組
織
を
創
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る
人
物
を
起
用
し
、
如
何
に
し
て
人
材
を
集
め
る
か
を
諮
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
満
州
軍
官
学
校
出
身
で
あ
っ
た
金
應
祚
は
、
軍
事
技
術
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
南
朝
鮮
の
状
況
に
も
詳
し
い
こ
と
か
ら
適
任
者
で
あ
る
と
判
断
し
た
に
違
い
な
い
。
　
し
か
し
、
両
者
の
意
見
は
、
国
防
警
備
隊
創
設
の
基
本
精
神
を
め
ぐ
っ
て
正
面
か
ら
対
立
し
た
。
米
国
側
は
「
あ
く
ま
で
も
国
内
治
安
維
持
の
た
め
に
必
要
な
国
防
警
備
隊
の
育
成
」
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
金
應
祚
は
「
政
府
樹
立
後
は
国
軍
の
母
体
と
な
る
性
格
と
す
べ
き
で
あ
る
」と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
米
軍
政
と
し
て
は
、
三
相
会
議
や
米
ソ
共
同
委
員
会
で
の
紛
糾
を
恐
れ
た
他
、
南
朝
鮮
に
軍
隊
を
創
れ
ば
、
す
で
に
ソ
連
が
保
安
隊
と
呼
ば
れ
る
人
民
軍
の
卵
を
育
成
し
て
い
た
北
朝
鮮
を
刺
激
し
、
さ
ら
に
大
規
模
な
軍
隊
の
創
設
を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
北
朝
鮮
と
一
番
近
く
で
対
峙
し
て
い
る
朝
鮮
米
軍
政
と
し
て
は
、
戦
争
だ
け
は
何
と
し
て
も
防
ぎ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
信
託
統
治
問
題
で
益
々
深
刻
化
す
る
朝
鮮
国
内
の
騒
乱
を
警
察
だ
け
で
は
制
圧
で
き
な
い
と
判
断
し
た
米
軍
政
は
、軍
隊
の
創
設
を
延
期
す
る
代
わ
り
に
、
国
防
警
備
隊
を
育
成
す
る
こ
と
で
五
年
間
の
信
託
統
治
期
間
に
お
け
る
治
安
維
持
力
と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
、
金
應
祚
の
反
対
に
も
関
わ
ら
ず
、
朝
鮮
米
軍
政
は
South K
orean C
onstabulary of police R
eserve を
創
設
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
側
は
こ
の
英
語
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
「
南
朝
鮮
警
官
隊
」
と
か
「
警
察
予
備
隊
」
と
訳
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。建
軍
の
意
志
に
燃
え
て
い
た
当
事
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
南
朝
鮮
国
防
警
備
隊
」
と
訳
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
︶１００
︵
。
実
際
、
国
防
司
令
部
の
軍
事
局
が
監
督
す
る
部
隊
で
あ
る
か
ら
、
国
防
警
備
隊
と
い
う
名
称
が
全
く
違
う
と
も
言
え
ず
、
米
国
も
そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
如
何
な
る
抗
議
も
し
な
か
っ
た
の
で
、
南
朝
鮮
で
は
「
South K
orean C
onstabulary of police R
eserve 」
を
国
防
警
備
隊
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
　
国
防
警
備
隊
は
警
備
隊
と
称
し
て
も
武
装
し
た
組
織
に
は
違
い
な
か
っ
た
。
米
軍
政
は
国
防
警
備
隊
の
創
設
に
当
た
っ
て
、
朝
鮮
人
の
軍
事
専
門
家
の
助
言
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
は
国
防
警
備
隊
が
警
察
と
は
異
な
る
軍
隊
組
織
の
形
式
を
と
っ
た
武
装
し
た
組
織
で
あ
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
軍
事
局
は
国
防
司
令
部
所
属
顧
問
と
し
て
金
應
祚
に
就
任
を
要
請
し
た
が
、
当
初
か
ら
軍
隊
創
設
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
金
應
祚
は
、理
念
の
違
い
を
理
由
に
受
諾
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
結
局
、
元
日
本
軍
大
佐
で
あ
る
李
應
俊
が
登
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
国
防
警
備
隊
の
設
置
は
第
二
四
軍
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
報
告
さ
れ
た
︶１０１
︵
。そ
の
報
告
書
で
は
、
米
国
に
朝
鮮
警
官
隊
創
設
の
承
認
決
定
︶１０２
︵
に
基
づ
い
て
、
北
緯
三
八
度
以
南
の
朝
鮮
警
察
局
に
は
、
一
般
警
察
、
警
備
隊
（
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
タ
イ
プ
の
組
織
）、
海
岸
警
備
の
三
部
門
の
組
織
を
お
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
国
防
警
備
隊
は
一
般
警
察
と
は
区
別
さ
れ
た
組
織
で
あ
り
な
が
ら
警
察
局
に
所
属
し
て
い
た
。
ま
ず
、
一
般
警
察
に
つ
い
て
は
、
地
方
警
察
局
の
警
察
長
の
指
示
に
よ
っ
て
、
人
口
密
度
や
治
安
維
持
の
必
要
性
、
そ
の
他
地
域
の
要
望
に
応
じ
て
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
般
警
察
に
つ
い
て
は
す
で
に
配
置
が
始
ま
り
、
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た
。
国
防
警
備
隊
に
つ
い
て
は
、
一
般
警
察
と
は
別
に
、
二
万
五
〇
〇
〇
人
を
八
道
の
重
要
都
市
に
配
置
し
、
一
般
警
察
の
予
備
部
隊
と
し
て
国
内
の
混
乱
に
備
え
、
訓
練
を
受
け
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
国
防
警
備
隊
に
は
、
三
個
の
飛
行
中
隊
を
お
い
て
機
動
性
の
あ
る
部
隊
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
軍
隊
の
速
や
か
な
移
動
の
た
め
に
飛
行
部
隊
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
軍
隊
創
設
計
画
と
同
じ
で
あ
る
。
国
防
警
備
隊
を
八
道
重
要
都
市
に
お
い
て
訓
練
を
行
い
、
警
察
の
支
援
部
隊
と
し
て
使
用
し
な
が
ら
、
何
か
あ
る
時
に
は
何
処
に
で
も
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
訓
練
さ
れ
た
国
防
警
備
隊
は
後
に
軽
火
器
で
武
装
さ
れ
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
警
備
隊
は
警
察
局
の
下
に
設
け
ら
れ
、
海
岸
を
巡
視
す
る
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
警
備
隊
組
織
は
、
米
軍
を
警
察
機
能
任
務
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
︶１０３
︵
と
い
う
－  82  －
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意
見
ま
で
加
え
て
報
告
し
た
。
　
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、こ
の
報
告
を
そ
の
ま
ま
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
り
、
米
国
本
土
の
意
見
を
求
め
た
︶１０４
︵
。
　
米
国
本
土
は
す
で
に
許
可
さ
れ
て
い
る
警
備
隊
創
設
に
つ
い
て
何
の
意
見
も
示
め
さ
な
か
っ
た
た
め
、
朝
鮮
米
軍
政
は
国
防
警
備
隊
の
創
設
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。
（二）国防警備隊の創設　
一
九
四
六
年
一
月
初
旬
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（
John T. M
arshall ）
と
軍
事
英
語
学
校
校
長
で
あ
っ
た
元
容
徳
︶１０５
︵
は
、
朝
鮮
国
防
警
備
隊
創
設
の
準
備
に
着
手
し
、
ま
ず
、
最
初
に
国
防
警
備
隊
が
駐
屯
す
る
場
所
を
探
し
た
。
彼
ら
は
、
ソ
ウ
ル
の
京
畿
道
泰
凌
に
あ
る
旧
日
本
軍
志
願
兵
訓
練
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
用
す
る
こ
と
に
決
め
、
一
月
一
四
日
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
兵
舎
、
キ
ッ
チ
ン
、
ボ
イ
ラ
ー
ル
ー
ム
、
風
呂
な
ど
を
修
理
し
た
︶１０６
︵
。
一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
、
ベ
ン
ブ
ー
計
画
に
沿
っ
て
 南
朝
鮮
国
防
警
備
隊
（
South K
orean 
C
onstabulary of Police R
eserve ） が
創
設
さ
れ
、
翌
一
月
一
五
日
京
畿
道
に
第
一
連
隊
が
創
設
さ
れ
、
他
の
道
に
次
々
と
第
二
～
八
連
隊
が
創
設
さ
れ
て
行
っ
た
。
一
九
四
六
年
七
月
二
日
、
済
州
島
が
道
へ
昇
格
し
た
た
め
、
第
九
連
隊
が
一
一
月
一
六
日
に
創
設
さ
れ
、
各
道
に
一
連
隊
を
創
設
す
る
と
い
う
ベ
ン
ブ
ー
（
B
am
boo ）
計
画
が
実
現
し
た
。
九
連
隊
の
創
設
過
程
は
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
月
七
日
に
は
京
畿
道
泰
凌
に
南
朝
鮮
国
防
警
備
隊
総
司
令
部
が
設
置
さ
れ
、
各
連
隊
の
創
設
を
指
導
・
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
代
総
司
令
官
は
マ
ー
シ
ャ
ル
で
、
朝
鮮
人
顧
問
は
元
容
徳
で
あ
っ
た
︶１０７
︵
。
　
前
述
し
た
よ
う
に
、米
軍
政
は
軍
政
法
令
第
二
八
号
に
基
づ
い
て
、
国
防
司
令
部
を
設
置
し
、
軍
務
局
と
警
務
局
を
そ
の
傘
下
に
置
い
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
三
月
二
九
日
に
軍
政
法
令
第
六
三
号
を
公
布
︶１０８
︵
 
し
、
警
察
を
分
離
し
て
軍
務
局
を
独
立
さ
せ
た
。
国
防
警
備
隊
が
創
設
さ
れ
た
当
初
、
警
察
と
国
防
警
備
隊
の
間
に
は
多
少
の
衝
突
が
あ
っ
た
。
警
察
と
し
て
は
、
緊
急
時
に
国
内
の
治
安
を
維
持
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
国
防
警
備
隊
の
位
置
づ
け
が
曖
昧
で
あ
り
、
警
察
よ
り
も
武
装
化
さ
れ
る
こ
と
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
防
警
備
隊
側
も
警
察
と
の
明
確
な
区
分
が
な
く
、
警
察
か
ら
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
︶１０９
︵
。
こ
れ
は
、
国
防
警
備
隊
を
創
設
す
る
時
、
米
軍
政
が
そ
の
概
念
を
曖
昧
に
し
た
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軍
政
法
令
第
六
三
号
で
警
察
と
国
防
警
備
隊
を
組
織
的
に
分
離
さ
れ
、
国
防
司
令
部
は
警
備
隊
だ
け
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
展
開
は
、
国
防
警
備
隊
が
警
察
で
は
な
く
軍
隊
に
近
い
組
織
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
同
日
、
米
軍
政
は
軍
政
法
令
第
六
四
号
を
公
布
︶１１０
︵
し
、
軍
政
局
の
一
つ
の
部
に
「
司
令
」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
、
国
防
司
令
を
国
防
部
に
改
称
し
た
。
　
一
九
四
六
年
五
月
に
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
一
次
米
ソ
共
同
委
－  82  －－  83  －
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員
会
で
、
ソ
連
側
は
「
米
ソ
両
国
が
現
在
朝
鮮
の
臨
時
政
府
樹
立
に
関
し
て
議
論
を
し
て
い
る
中
で
『
国
防
部
』
と
『
国
防
警
備
隊
』
を
設
置
す
る
意
味
は
何
で
あ
る
か
」
と
述
べ
、 国
防
 と
い
う
用
語
を
つ
け
て
い
る
の
は
そ
の
組
織
が
軍
隊
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
抗
議
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ホ
ッ
ジ
は
国
防
の
概
念
を
「
治
安
維
持
」
に
限
定
し
、
六
月
一
五
日
に
軍
政
法
令
第
八
六
号
を
公
布
︶１１１
︵
し
、「
国
防
部
」
を
「
国
内
警
備
部
（
D
epartm
ent of Internal Security ）」
と
改
称
し
、
軍
事
局
（
B
ureau of A
rm
ed Forces ）
を
警
備
局
（
B
ureau of C
onstabulary ）
と
海
岸
警
備
局
（
C
oast G
uard ）
の
二
局
に
分
割
し
、
南
朝
鮮
国
防
警
備
隊
を
朝
鮮
警
備
隊
（
K
orean 
C
onstabulary ）
と
改
称
し
た
。「
警
備
隊
設
置
令
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
第
二
条［
朝
鮮
警
備
隊
設
置
］
で
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
目
的
と
機
関
を
定
め
て
い
る
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
九
四
六
年
一
月
一
四
日
か
ら
国
内
治
安
を
維
持
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
た
国
防
部
に
代
わ
っ
て
、
朝
鮮
政
府
予
備
警
察
隊
を
準
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
朝
鮮
警
備
隊
が
創
設
さ
れ
る
。
国
防
部
に
代
わ
っ
て
活
動
す
る
朝
鮮
警
備
隊
は
、
国
内
警
備
部
の
朝
鮮
警
備
局
管
理
下
に
属
す
る
︶１１２
︵
。
　
こ
の
法
令
で
は
、
軍
政
法
令
第
二
八
号
で
見
ら
れ
る
「
兵
力
」
や
「
陸
・
海
軍
」
と
い
っ
た
軍
隊
を
連
想
さ
せ
る
用
語
は
一
掃
さ
れ
、「
国
内
治
安
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
は
ソ
連
と
の
衝
突
を
さ
け
る
た
め
の
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
根
本
的
な
内
容
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
側
も
警
備
隊
が
警
察
予
備
隊
と
い
う
概
念
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
持
ち
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
の
訳
を
「
統
衛
部
」
と
い
う
米
軍
も
ソ
連
軍
も
分
か
り
難
い
名
称
に
言
い
換
え
た
︶１１３
︵
。
統
衛
部
と
い
う
名
称
は
一
八
八
三
年
朝
鮮
の
軍
政
を
三
營
で
編
制
し
、
部
隊
の
名
称
を
統
衛
營
に
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
結
局
、
朝
鮮
側
は
最
後
ま
で
軍
隊
と
し
て
の
概
念
を
諦
め
な
か
っ
た
し
、
米
軍
政
も
そ
れ
以
上
の
干
渉
は
し
な
か
っ
た
表３）各道朝鮮警備隊創設過程 
連隊号 道名 創設着手日 初代中隊長 
第１連隊 京畿道 46.１.15 大尉:蔡秉徳 
第２連隊 忠活南道 46.２.28 大尉:李亨根 
第３連隊 全羅北道 46.２.26 中尉:金白一 
第４連隊 全羅南道 46.２.15 中尉:金洪俊 
第５連隊 慶尚南道 46.１.19 少尉:朴柄権 
第６連隊 慶尚北道 46.２.18 少尉:金英煥 
第７連隊 忠活北道 46.２.７ 少尉:閔穖植 
第８連隊 江原道 46.４.１ 中尉:金鐘甲 
第９連隊 済州道 46.11.16 中尉:張昌國
（参考：佐々木春樹『朝鮮戦争／韓国編、健軍と戦争
の勃発前まで』原書房、1976年;陸軍本部軍事研究室
編、『創軍前史』兵士研究一一輯、1980年）
－  84  －
第二次大戦後における南朝鮮の国防計画（柳）
－  85  －
図２）Constabulayの組織図
（参考；佐々木春樹『朝鮮戦争／韓国編、健軍と戦争の勃発前まで』原書房、1976 年）
の
で
あ
る
。
　
一
九
四
六
年
九
月
に
米
軍
政
の
政
策
は
、
軍
政
を
朝
鮮
人
が
主
導
す
る
組
織
に
す
る
こ
と
に
決
め
、大
き
な
変
更
を
試
み
た
。
即
ち
、
各
部
署
の
長
を
朝
鮮
人
に
委
任
し
、
米
軍
将
校
は
顧
問
官
の
席
に
退
い
た
。
そ
し
て
、
米
軍
の
顧
問
の
介
入
は
自
由
で
あ
っ
て
も
、
朝
鮮
人
が
統
衛
部
長
、
警
備
隊
司
令
官
、
警
備
隊
内
の
各
部
長
な
ど
に
な
り
、
政
府
高
位
管
理
及
び
指
揮
官
と
し
て
の
任
務
を
直
接
遂
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︶１１４
︵
。
こ
う
し
て
朝
鮮
警
備
隊
の
概
念
は
曖
昧
な
ま
ま
、
一
九
四
八
年
八
月
に
朝
鮮
が
政
府
を
樹
立
し
、
正
式
な
軍
隊
に
な
る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
警
備
隊
の
組
織
は
図
２
の
通
り
で
あ
る
。
　
国
防
警
備
隊
の
募
兵
業
務
や
連
隊
創
設
に
着
手
し
た
の
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
四
日
に
米
軍
第
四
〇
師
団
が
解
体
さ
れ
、
移
動
に
な
っ
た
一
八
人
の
将
校
で
あ
っ
た
︶１１５
︵
。
ま
た
、
ベ
ン
ブ
ー
計
画
は
、
国
防
司
令
官
の
顧
問
李
應
俊
が
軍
務
局
長
ア
ー
ゴ
に
、
部
隊
編
成
を
? ????? 
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歩
兵
中
隊
か
ら
始
め
、
大
隊
、
連
隊
、
旅
団
、
師
団
の
順
に
拡
大
・
編
制
し
、
米
国
式
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
提
案
し
た
「
建
軍
に
関
す
る
基
礎
方
案
︶１１６
︵
」
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
募
兵
方
法
に
つ
い
て
二
〇
才
前
後
の
青
年
志
願
者
の
中
か
ら
身
分
や
思
想
に
注
意
し
て
選
抜
す
る
よ
う
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
軍
は
平
等
主
義
の
立
場
か
ら
、
身
分
証
明
書
の
添
付
に
つ
い
て
は
反
対
し
、
国
防
警
備
隊
に
入
隊
し
て
か
ら
は
、
そ
の
規
律
に
従
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
に
し
た
︶１１７
︵
。
こ
の
た
め
、
左
翼
側
の
私
設
軍
事
団
体
の
人
員
が
国
防
警
備
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
当
時
、
募
兵
方
法
と
し
て
利
用
さ
れ
た
新
聞
広
告
に
は
「
年
齢
二
一
才
以
上
、
三
〇
才
ま
で
の
健
康
な
軍
人
出
身
者
は
応
募
せ
よ
︶１１８
︵
」
と
記
載
さ
れ
、一
次
的
に
将
校
六
人
、
兵
士
二
二
五
人
を
採
用
し
、
短
期
訓
練
終
了
後
、
必
要
な
場
所
に
配
置
し
、
待
遇
は
兵
隊
と
同
様
に
扱
う
と
宣
伝
し
て
い
た
︶１１９
︵
。
　
訓
練
は
米
国
式
を
計
画
し
て
い
た
が
、
米
軍
人
の
不
足
と
言
語
の
不
自
由
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
日
本
軍
式
に
従
っ
て
い
た
。
一
九
四
六
年
三
月
六
日
、
日
本
式
の
徴
兵
制
を
廃
止
し
、
米
国
式
に
従
っ
て
訓
練
を
行
い
、
全
国
的
に
教
育
訓
練
も
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
国
防
警
備
隊
の
幹
部
教
育
機
関
で
あ
っ
た
軍
事
英
語
学
校
を
四
月
三
〇
日
に
廃
校
に
し
て
、
翌
五
月
一
日
に
警
備
士
官
学
校
を
開
校
︶１２０
︵
し
、
中
堅
幹
部
教
育
に
力
を
入
れ
た
成
果
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
階
級
の
呼
称
に
お
い
て
は
、
李
王
朝
軍
の
階
級
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
決
定
し
た
も
の
の
、
実
行
の
段
階
で
こ
れ
ま
で
の
日
本
軍
の
階
級
呼
称
の
慣
習
や
、軍
事
英
語
学
校
の
出
身
者
ら
の
要
望
に
よ
っ
て
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
日
に
表
４
の
よ
う
に
改
正
し
た
︶１２１
︵
。
　
こ
の
表
か
ら
、
す
で
に
こ
の
団
体
が
軍
隊
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
表４）階級呼称の比較表
区　分
警備隊創設
当時階級
1946.12.1改
称階級
日本軍階級
（比較）
兵卒
二等兵士
一等兵士
二等兵
一等兵
二等兵
一等兵
下士官
三　　校
副　　校
特務副校
正　　校
特務正校
大特務正校
下　士
二等中士
一等中士
二等上士
一等上士
特務上士
上等兵
兵　長
伍　長
軍　曹
曹　長
尉官
参　　尉
副　　尉
正　　尉
准　尉
少　尉
中　尉
大　尉
准　尉
少　尉
中　尉
大　尉
領官
参　　領
副　　領
正　　領
少　領
中　領
大　領
少　佐
中　佐
大　佐
将官
参　　将
副　　将
正　　将
准　将
少　将
中　将
大　将
少　将
中　将
大　将
（出典；陸軍本部軍事研究室編、『創軍前史』兵士
研究 11 輯、1980 年、323 頁．）
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国
防
警
備
隊
の
制
服
は
、
初
期
に
は
日
本
軍
の
服
装
を
改
造
し
た
も
の
を
着
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
三
月
三
〇
日
に
朝
鮮
国
防
警
備
隊
の
服
装
規
定
が
制
定
︶１２２
︵
さ
れ
、
上
衣
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
下
衣
は
乗
馬
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
九
月
一
日
に
米
軍
服
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
少
し
ず
つ
日
本
軍
の
色
を
排
除
し
な
が
ら
、指
揮
官
も
朝
鮮
人
将
校
に
入
れ
替
え
て
い
っ
た
。
一
九
四
六
年
九
月
二
八
日
、
初
代
朝
鮮
人
朝
鮮
警
備
隊
司
令
官
に
李
亨
根
が
任
命
さ
れ
る
と
、
警
備
隊
の
性
格
も
警
察
予
備
隊
と
い
う
よ
り
は
軍
隊
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
の
独
立
と
統
一
問
題
の
国
連
移
管
と
駐
朝
鮮
米
軍
の
撤
退
準
備
過
程
の
中
で
、
米
軍
政
の
朝
鮮
軍
発
展
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
朝
鮮
警
備
隊
を
軍
隊
化
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
　
一
九
四
七
年
一
〇
月
、
米
国
の
陸
軍
省
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
ホ
ッ
ジ
に
朝
鮮
軍
隊
に
対
す
る
意
見
を
尋
ね
た
。
こ
の
時
、
ホ
ッ
ジ
は
司
令
部
と
戦
闘
部
隊
を
完
備
し
た
六
師
団
の
軍
隊
を
設
置
し
、
一
年
間
米
軍
が
訓
練
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
国
連
が
朝
鮮
問
題
に
対
す
る
決
定
を
下
す
ま
で
延
期
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
︶１２３
︵
。
一
九
四
八
年
二
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
立
案
者
に
軍
隊
を
創
設
す
る
よ
り
、
朝
鮮
警
備
隊
を
増
強
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
案
し
た
。
そ
し
て
、
訓
練
施
設
を
補
充
し
、
朝
鮮
人
指
揮
官
を
訓
練
さ
せ
、
警
備
隊
員
も
二
万
人
か
ら
五
万
人
ま
で
増
強
し
、
歩
兵
隊
に
配
備
さ
れ
る
武
器
を
支
給
し
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
あ
る
米
軍
の
装
備
を
提
供
す
る
よ
う
提
案
し
た
︶１２４
︵
。
こ
の
提
案
は
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
、
朝
鮮
で
選
挙
が
行
わ
れ
る
前
に
実
行
さ
れ
た
。
八
月
一
五
日
に
南
朝
鮮
政
府
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
朝
鮮
警
備
隊
は
陸
軍
と
し
て
編
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
おわりに
　
解
放
さ
れ
た
南
朝
鮮
で
は
建
国
と
と
も
に
、
建
軍
の
熱
気
が
高
ま
っ
て
い
た
。
朝
鮮
が
植
民
地
支
配
さ
れ
た
一
番
大
き
な
理
由
は
、
国
を
守
る
軍
隊
の
不
在
で
あ
っ
た
と
い
う
反
省
の
声
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
国
的
に
私
設
軍
事
団
体
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
の
活
動
は
著
し
か
っ
た
。
国
軍
準
備
隊
は
建
国
準
備
委
員
会
の
支
援
の
下
で
設
立
さ
れ
、
そ
れ
を
背
景
に
組
織
を
拡
大
し
て
い
た
。
し
か
し
、 国
軍
準
備
隊
の
初
期
活
動
の
性
格
を
み
る
と
、
建
国
準
備
委
員
会
及
び
人
民
共
和
国
と
の
組
織
的
な
関
係
は
な
く
、
他
の
政
治
組
織
と
の
関
連
性
も
見
ら
れ
な
い
。
初
期
の
国
軍
準
備
隊
は
一
貫
し
て
建
軍
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
軍
事
団
体
の
統
一
運
動
に
主
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
軍
事
訓
練
に
集
中
し
て
い
た
た
め
現
実
政
治
か
ら
は
分
離
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
米
軍
政
庁
と
の
協
力
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
　
そ
の
国
軍
準
備
隊
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
末
か
ら
左
翼
団
体
と
の
連
帯
を
試
み
は
じ
め
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
国
軍
準
備
隊
の
米
－  86  －－  87  －
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軍
政
に
対
す
る
認
識
の
変
化
で
あ
る
。
国
軍
準
備
隊
は
、
政
治
の
混
乱
が
続
い
て
い
る
中
で
親
日
派
な
ど
が
私
設
軍
事
団
体
と
連
結
し
て
勢
力
獲
得
を
図
っ
て
い
る
と
認
識
し
、
そ
れ
は
米
軍
政
の
占
領
が
親
日
派
の
勢
力
獲
得
を
容
認
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
軍
準
備
隊
は
信
託
統
治
を
す
る
こ
と
は
連
合
国
側
の
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
違
反
で
あ
る
と
非
難
し
、
こ
れ
に
対
し
て
抗
争
す
る
意
志
を
固
め
な
が
ら
、
国
内
の
政
治
的
な
統
一
を
強
く
訴
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
軍
準
備
隊
の
政
治
活
動
へ
の
参
加
と
信
託
統
治
反
対
運
動
に
よ
っ
て
米
軍
政
庁
と
の
衝
突
は
頂
点
に
達
し
、
一
九
四
六
年
一
月
三
日
に
米
軍
政
に
よ
っ
て
国
軍
準
備
隊
解
体
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軍
事
団
体
を
統
一
し
、
全
国
的
に
組
織
す
る
た
め
に
努
力
し
て
き
た
国
軍
準
備
隊
の
解
散
に
よ
っ
て
、南
朝
鮮
の
自
主
的
な
軍
隊
創
設
の
希
望
は
断
た
れ
た
。
そ
し
て
、
軍
事
的
な
力
を
失
っ
た
こ
と
は
、
信
託
統
治
問
題
な
ど
の
政
治
問
題
に
は
朝
鮮
人
全
体
の
政
治
活
動
の
弱
化
を
も
た
ら
し
た
。
国
軍
準
備
隊
の
解
散
後
と
、
米
軍
政
は
米
国
側
の
軍
事
力
に
な
る
朝
鮮
警
備
隊
の
創
設
に
尽
力
す
る
よ
う
に
な
る
。
　
そ
の
結
果
、
朝
鮮
に
設
置
さ
れ
た
朝
鮮
警
備
隊
は
、
そ
の
規
模
や
装
備
で
正
式
な
軍
隊
と
は
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
米
軍
が
占
領
政
策
と
し
て
計
画
し
、
創
設
し
た
朝
鮮
軍
隊
の
前
身
で
あ
る
。
米
国
本
土
か
ら
占
領
政
策
に
関
す
る
明
確
な
指
針
が
な
か
っ
た
状
況
か
ら
、
朝
鮮
警
備
隊
の
創
設
は
朝
鮮
に
あ
る
米
軍
政
の
独
断
で
行
わ
れ
た
行
動
で
あ
る
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
矛
盾
が
あ
る
。
　
そ
の
一
つ
は
、
冷
戦
が
深
刻
化
し
、
ソ
連
と
直
面
し
て
い
る
朝
鮮
に
お
い
て
米
軍
政
が
独
断
で
軍
隊
に
近
い
組
織
を
創
設
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
ソ
連
大
使
館
は
南
朝
鮮
に
も
設
置
さ
れ
、
米
軍
政
の
動
き
は
す
ぐ
に
ソ
連
の
ほ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
軍
隊
の
武
器
や
装
備
は
朝
鮮
の
米
軍
政
の
独
断
で
は
備
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
で
あ
る
。
そ
の
形
が
、
警
備
隊
で
あ
れ
、
軍
隊
で
あ
れ
、
軽
武
装
化
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
国
本
土
の
承
認
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
朝
鮮
警
備
隊
の
創
設
は
、
米
軍
政
が
私
設
軍
事
団
体
に
対
す
る
脅
威
、
朝
鮮
警
察
の
能
力
不
足
、
米
占
領
軍
の
負
担
過
重
を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
計
画
は
、
長
期
的
に
は
正
式
な
軍
隊
を
準
備
す
る
た
め
に
進
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
本
土
に
こ
の
計
画
を
提
案
す
る
と
、
米
国
本
土
は
、
警
備
隊
の
創
設
は
承
認
し
た
が
、
ソ
連
と
の
関
係
を
気
に
し
て
軍
隊
の
創
設
に
つ
い
て
は
そ
の
決
定
を
延
期
し
た
。
そ
の
結
果
、
誕
生
し
た
の
が
各
道
に
連
隊
を
お
い
て
訓
練
を
行
い
、
緊
急
事
態
に
警
察
や
米
国
軍
を
支
援
す
る
朝
鮮
国
防
警
備
隊
（
C
onstabulary ）
で
あ
る
。
後
に
ソ
連
の
抗
議
に
よ
っ
て
名
称
は
朝
鮮
警
備
隊
に
変
更
さ
れ
る
。
朝
鮮
側
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
軍
隊
の
概
念
を
諦
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
米
軍
政
も
ま
た
、
今
す
ぐ
軍
隊
と
は
い
か
な
く
て
－  88  －
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も
、
当
初
目
的
に
し
て
い
た
私
設
軍
事
団
体
の
解
散
、
米
占
領
軍
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、朝
鮮
警
備
隊
の
創
設
を
実
行
し
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
側
の
関
係
者
と
朝
鮮
軍
政
庁
と
米
国
本
土
の
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
理
解
の
中
で
朝
鮮
警
備
隊
は
創
設
さ
れ
た
。
　
米
国
が
占
領
地
で
警
備
隊
を
創
設
し
た
の
は
、
朝
鮮
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
。
米
国
は
二
〇
世
紀
初
期
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
占
領
し
た
際
に
、
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
の
創
設
を
経
験
し
て
い
る
。
警
備
隊
は
軍
事
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
組
織
と
し
て
編
制
さ
れ
、
暴
動
や
騒
乱
を
鎮
圧
し
、
治
安
を
維
持
す
る
警
察
の
任
務
を
遂
行
す
る
団
体
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
米
国
が
創
設
し
た
警
備
隊
は
、
現
地
住
民
の
反
発
や
米
軍
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
効
果
的
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
場
合
は
、
ま
だ
暴
動
や
騒
乱
は
起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
設
軍
事
団
体
は
い
つ
で
も
暴
動
勢
力
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
米
軍
に
と
っ
て
、
警
備
隊
の
創
設
は
そ
の
予
防
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
第
八
軍
の
代
わ
り
に
国
内
治
安
を
維
持
す
る
警
備
隊
を
日
本
に
も
創
設
し
、
そ
れ
は
現
在
の
自
衛
隊
の
基
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
意
味
で
、コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
は
米
国
占
領
政
策
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
日
本
の
警
察
予
備
隊
の
創
設
も
合
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
占
領
政
策
、
特
に
軍
事
政
策
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
注（１
）
李
應
俊
『
回
顧
90年
：
１
８
９
０
～
１
９
８
１
』（
汕
耘
紀
年
事
業
会
、
一
九
八
二
年
）
二
二
九
頁
。
（
２
）　
　
　
 『
南
労
党
研
究
』（　
　
　
 、一
九
八
四
年
）。　
　
　
『
韓
国
現
代
民
族
運
動
研
究
』（
歴
史
批
評
社
、
一
九
九
一
年
）
; 　
　
　
「
解
放
直
後
、
青
年
初
期
国
家
建
設
運
動
（
一
九
四
五
・
八
・
一
五
～
一
〇
）」『
韓
国
近
現
代
青
年
運
動
史
』（
韓
国
歴
史
研
究
会
近
現
代
青
年
運
動
史
研
究
班
、　
　
 一
九
九
五
年
）。
（
３
）　
　
　
 「
解
放
直
後
、
国
軍
準
備
隊
の
結
成
と
そ
の
性
格
」『
軍
事
』
三
二
号
（
国
防
軍
史
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）。　
　
　
　
「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
と
建
軍
運
動
（
一
九
四
五
・
九
～
一
九
四
六
・
一
）」『
韓
国
史
学
報
』
第
二
号
（
一
九
九
七
年
三
月
）
な
ど
。
（
４
）
南
朝
鮮
の
コ
ン
ス
タ
ビ
ュ
ラ
リ
と
韓
国
軍
の
創
設
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
の
は
U
.S., D
epartm
ent of the A
rm
y, office 
of the C
hief of M
ilitary history, M
ilitary A
dvisors in K
orea: 
K
M
A
G
 in Peace and W
ar, by R
obert K
. Saw
yer and ed., by 
W
arlter G
. H
erm
es(W
ashington, D
.C
., 1962)
が
あ
る
。
こ
れ
は
R
obert K
. Saw
yer
に
よ
っ
て
M
ilitary A
dvisors in K
orea: 
K
M
A
G
 in Peace and W
ar
の
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
米
軍
政
は
朝
鮮
戦
争
や
政
治
、
経
済
な
ど
膨
大
な
問
題
に
関
わ
っ
た
た
め
、
朝
鮮
戦
争
以
前
の
問
題
を
扱
っ
た
文
書
を
探
す
の
は
難
し
い
。
（
５
）
米
国
の
対
韓
政
策
に
つ
い
て
の
研
究
は
、　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
  一
九
四
三
―
一
九
五
三
、 　
　
　
　
　
　
 、二
〇
〇
一
（
韓
国
分
断
史
研
究
）
と
平
山
龍
水
『
東
ア
ジ
ア
冷
戦
の
起
源
―
朝
鮮
半
島
分
断
構
図
―
』（
二
〇
〇
二
年
）。
が
米
国
と
韓
国
、
ま
た
世
界
の
中
で
の
米
国
の
対
韓
政
策
に
つ
い
て
詳
し
く
研
究
し
て
い
る
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
－  88  －－  89  －
史苑（第七一巻第一号）
（
６
）
Lee,Young-W
oo. 
T
he U
nited States and T
he F
orm
ation 
of T
he R
epublic of K
orea A
rm
y 1945-1950, 
(U
niversity 
M
icrofilm
s International ;A
nn A
rbor, U
.S.A
, 1986).
（７）
B
ru
ce 
C
u
m
in
gs, 
T
h
e 
O
rigin
s 
of 
th
e 
K
orean 
W
ar 
: 
L
iberation
 
an
d 
th
e 
E
m
ergen
ce 
of 
S
eparate 
R
egim
es, 
1947-1947 (P
rin
ceton ; P
rin
ceton U
n
iversity P
ress, 1981) 
C
h
apter 5 の中で警備隊の出現について書かれている。
（
８
）
国
防
部
戦
史
編
纂
委
員
会
『
韓
国
戦
争
史
：
建
軍
と
開
放
』
vol.1
（
東
亜
出
版
社
、
一
九
六
七
年
）
二
四
七
頁
。
陸
軍
士
官
学
校
『
大
韓
民
国
陸
軍
士
官
学
校
三
十
年
史
』（
一
九
七
七
年
）
六
〇
頁
。
（
９
）
一
九
四
四
年
一
月
二
〇
日
日
本
に
よ
り
学
徒
特
別
志
願
兵
と
し
て
戦
場
に
出
た
専
門
・
大
学
生
ら
。
（
10）
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
「
宣
言
」『
解
放
日
報
』（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
九
日
）。
（
11）
朝
鮮
通
信
社
『
朝
鮮
通
信
』（
一
九
四
五
年
九
月
二
九
日
）。
（
12）
民
主
主
義
民
族
戦
線
『
朝
鮮
解
放
年
報
』（　
　
　
　
　
 、一
九
四
六
年
）
二
三
一
頁
。
（
13）
大
韓
民
国
国
史
編
纂
委
員
会
編
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
1巻
（
一
九
六
八
年
一
二
月
）
一
一
八
頁
。「
毎
日
新
報
」（
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
）。
（
14）
前
掲
「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
宣
布
」『
朝
鮮
解
放
年
報
』（
一
九
四
五
年
九
月
五
日
）、　
　
　
 編
『
解
放
政
局
論
争
史
』
１
（　
　
）
一
四
四
～
一
四
五
頁
。
（
15）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
一
一
八
頁
、「
毎
日
新
報
」（
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
）。（「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
宣
布
」
一
九
四
五
・
九
・
五
に
は
、
②
が
軍
閥
的
発
展
を
警
戒
す
る
と
な
っ
て
い
る
）。
（
16）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
一
三
五
頁
、「
毎
日
新
報
」
（
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
）。
（
17）
同
上
、
一
三
五
頁
。
（
18）
同
上
、
一
六
八
頁
、「
毎
日
新
報
」（
一
九
四
五
年
九
月
二
九
日
）。
（
19）『
嶺
南
日
報
』（
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
四
日
、
一
六
日
。
大
邱
の
建
国
兵
団
の
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
慶
北
本
部
へ
の
再
発
足
事
例
）。
（
20）
U
S
A
F
IK
, 
U
S
A
F
IK
 
G
-2 
P
E
R
IO
D
IC
 
R
E
P
O
R
T
,  
#
71, 
20 
N
ov 
1945, 
p.3 （韓林大学アジア文化研究所、一九八八
年） 。 『創軍戦史』 （陸軍本部、一九八〇年）二九〇頁。
（
21）『
嶺
南
日
報
』（
一
九
四
五
年
一
一
月
一
日
、
一
一
月
一
三
日
、
一
二
月
二
二
日
）。
（
22）
前
掲
『
朝
鮮
解
放
年
報
』
二
三
三
頁
。
私
設
軍
事
団
体
一
二
個
が
結
成
し
た
統
一
団
体
で
あ
る
が
、
組
織
名
に
「
大
韓
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
右
派
的
な
性
格
が
濃
厚
で
、
人
的
構
成
も
偏
党
性
を
持
っ
て
い
て
、
結
局
二
ヵ
月
で
参
加
団
体
の
過
半
数
の
動
議
に
よ
り
委
員
が
辞
退
し
、
再
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
23）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
三
八
五
頁
。「
毎
日
新
報
」
（
一
九
四
五
年
一
一
月
九
日
）。
（
24）「
宣
言
」『
新
朝
鮮
報
』、
一
九
四
五
・
一
一
・
九
。
（
25）
顧
問
団
の
名
簿
は
『
中
央
新
聞
』（
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
。『
毎
日
新
報
』（
一
九
四
五
年
一
一
月
九
日
）。
（
26）
前
掲
『
回
顧
90年
：
１
８
９
０
～
１
９
８
１
』、
二
三
〇
頁
。
（
27）
前
掲『
資
料
大
韓
民
国
史
』１
巻
、一
三
頁
、「
毎
日
新
報
」（
一
九
四
五
年
八
月
一
六
日
）。
（
28）
同
上
、
五
〇
五
頁
、「
中
央
新
聞
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
七
日
）。
（
29）『
中
央
新
聞
』（
一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
）。
（
30）『
自
由
新
聞
』（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
一
日
）
;
『
新
朝
鮮
報
』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
－  90  －
第二次大戦後における南朝鮮の国防計画（柳）
－  91  －
（
一
九
四
五
年
一
二
月
一
六
日
）。
（
31）
全
国
農
民
組
合
總
連
盟
書
記
部
『
全
国
農
民
組
合
總
連
盟
結
成
大
会
記
事
録
』（
朝
鮮
正
版
社
、
一
九
四
六
年
）
二
一
、六
八
頁
；
前
掲
書
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、五
六
四
～
五
六
五
頁
、「
ソ
ウ
ル
新
聞
」
（
一
九
四
五
年
一
二
月
一
二
日
）。
（
32）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
六
五
〇
頁
、「
朝
鮮
日
報
」
（
一
九
四
六
年
一
月
五
日
）。
（
33）
H
Q
, U
n
ited S
tate A
rm
ed F
orce in K
orea, G
-2 P
eriodic 
R
eport, 
#
111, 
31 
D
ecem
ber 
1945, 
p.2
;
#
113, 
3 
Jan
u
ary 
1946 p.3~4 ；前掲、 『資料大韓民国史』１巻、七〇八頁、 「ソ
ウル新聞」 （一九四六年一月二日）
;
前掲 『朝鮮解放年報』
二三四頁。後に朝鮮国軍準備委員会総司令官李赫基は逮捕され、裁判の時に同事件が取り上げられ、警察権を不法使用し武器を持っていたことに対して布告第二〇号第三条違反に問わ 有罪となり、懲役三年の刑に処せら ている（前掲書 『資料大韓民国史』１巻、九二〇頁
; 「ソウル新聞」
〔一九四六年一月二八日〕 ） 。
（
34）
前
掲
、『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
五
二
三
頁
、「
自
由
新
聞
」
（
一
九
四
五
年
一
二
月
一
七
日
、
一
八
日
）。
（
35）
前
掲
『
創
軍
前
史
』、
二
八
九
頁
．
;
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
六
四
八
頁
、「
ソ
ウ
ル
新
聞
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
一
日
）。
（
36）
佐
々
木
春
隆
『
朝
鮮
戦
争
／
韓
国
編
上
―
建
軍
と
戦
争
の
勃
発
前
ま
で
』（
原
書
房
、
一
九
七
七
年
）
三
七
～
四
二
頁
。
; 　
　
　
 『
 　
　
呂
運
亨
』（
は
ん
う
る
、
一
九
九
五
年
）
二
二
二
頁
。
解
放
後
、
呂
運
亨
下
に
は
姜
文
奉
・
朴
林
恒
・
李
奇
建
な
ど
満
州
軍
将
校
出
身
者
ら
が
い
た
が
、
北
で
活
動
を
し
て
い
た
李
奇
建
以
外
は
朝
鮮
国
軍
準
備
委
員
会
に
加
入
す
る
。
（
37）
軍
事
団
体
の
左
右
対
立
は
、
李
承
晩
と
金
九
の
帰
国
、
光
復
軍
国
内
支
隊
の
結
成
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
全
国
国
軍
準
備
委
員
会
所
属
の
朝
鮮
軍
事
後
援
会
が
光
復
軍
後
援
会
に
変
わ
る
な
ど
、
右
翼
の
光
復
軍
国
内
支
隊
へ
結
集
し
て
い
た
。
光
復
軍
国
内
支
隊
は
李
承
晩
の
指
導
で
結
成
さ
れ
、
臨
時
政
府
正
統
論
と
光
復
軍
正
統
論
を
主
張
し
な
が
ら
、右
翼
政
党
と
連
結
し
て
い
た
。（
張
昌
国
『
陸
士
卒
業
生
』
〔
中
央
日
報
社
、
一
九
八
四
年
〕
六
二
頁
）。
（
38）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
六
七
〇
～
六
七
一
頁
、「
ソ
ウ
ル
新
聞
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
七
日
）
;
前
掲
書
『
朝
鮮
解
放
年
報
』
二
三
四
頁
。
（
39）
同
上
。
（
40）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
一
一
八
頁
、「
毎
日
新
報
」
（
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
）。
（
41）
前
掲「
解
放
朝
鮮
Ⅰ
」二
九
二
頁
; 「
全
国
大
会
宣
言
」『
解
放
日
報
』
（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
九
日
）。
（
42）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
七
一
二
～
七
一
三
頁
、「
自
由
新
報
」（
一
九
四
五
年
一
二
月
三
〇
日
）。
（
43）
同
上
。
（
44）
内
務
部
治
安
局
「
法
令
第
３
号
」『
軍
政
法
令
総
目
録
』（
一
九
五
六
年
）
一
二
三
頁
。
（
45）
前
掲
「
法
令
第
５
号
」『
軍
政
法
令
総
目
録
』
一
二
五
頁
。
（
46）
B
ruce 
C
um
m
ings, 
T
he O
rigin
s of the K
orea W
ar : 
Liberation and the E
m
ergence of Separate R
egim
e, 1945~1947, 
P
rinceton U
niv. P
ress, 
1981, pp.169~170 ; 「
T
he U
nited 
State and T
he Form
ation of T
he R
epublic of K
orea A
rm
y 
1945-1950 」
pp.80 ; 『
中
央
新
聞
』、
一
九
四
五
年
一
二
月
八
日
．
カ
ミ
ン
グ
ス
は
南
原
事
件
の
時
期
が
一
〇
月
一
五
日
で
あ
り
、
国
軍
?
?
?
?
?
?
?
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準
備
隊
の
地
方
支
隊
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
時
期
は
一
一
月
一
五
日
で
あ
り
、
国
軍
準
備
隊
が
関
連
し
た
の
か
は
確
か
で
は
な
く
、
他
の
軍
事
団
体
で
あ
る
説
も
あ
る
（
前
掲
、　
　
　
 「
朝
鮮
国
軍
準
備
隊
と
建
軍
運
動
（
1945.9~1946.1 ）」
一
〇
一
頁
）。
（
47）
H
Q
, U
nited State A
rm
ed Force in K
orea, G
-2 Periodic 
R
eport, 1945. N
O
.72 #3 to G
-2 Periodic R
eport 1945.11.21
（
48）
趙
炳
玉
『
私
の
回
顧
録
』（
語
文
閣
、
一
九
六
三
年
）
一
五
七
頁
。
（
49）
前
掲
「
法
令
第
28号
」『
軍
政
法
令
総
目
録
』、
一
四
五
頁
。
（
50）
同
上
。
（
51）
H
Q
, U
n
ited S
tate A
rm
ed F
orce in K
orea, G
-2 P
eriodic 
R
eport, #113, 3 Jan 1946, p.4 
;
#114, 4 Jan 1946 pp.2 ；
 
#116, 6 Jan 1946, p.2 
;
前掲、 『朝鮮解放年報』 、
p.235~236 ．
（
52）
H
Q
, U
n
ited S
tate A
rm
ed F
orce in K
orea, G
-2 P
eriodic 
R
eport, #118, 8 Jan 1946, p.3
; 『東亜日報』 （一九四六年一
月九日 。
（
53）
前
掲
『
資
料
大
韓
民
国
史
』
１
巻
、
八
〇
八
～
八
〇
四
頁
、「
ソ
ウ
ル
新
聞
」（
一
九
四
六
年
一
月
一
一
日
）。
（
54）
同
上
、
八
二
七
頁
。
（
55）
同
上
、
八
四
〇
～
八
四
一
頁
、「
ソ
ウ
ル
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